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程
度
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れ
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.に
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ぎ
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學
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
與
件
は
經
驗
的
事
實
か
ら
抽
象
し
來
つ
た
も
の
で
ば
あ
る
が
、
そ
れ
は
當
該
理
論
に
よ
つ
て
は
最
早
說
明
し
得 

ざ
る
も
の
に
限
り
、‘
そ
の
理
論
に
よ
つ
て
說
明
を
要
す
る
事
柄
で
.扳
つ
て
は
な
‘̂>
:
ぬ
:° 

第
三
に
そ
の
解
決
の
仕
方
は
理
論
的
推
理
を
經
驗
狗
事
實
の
揷
入
に
よ
つ
て
中
斷
し
て
ゐ
る
。

；

.

パ

，

そ
れ
故
混
合
輝
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家
の
研
究
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等
の
腑
に
藏
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れ
た
、ニ
.つ
の
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の
岡
爭
の
所
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で
あ
り
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ん
と
し
、
他

，>
心
は
理
論
を
樹
立
せ
ん
、と
ず
る

。
そ
の
結
果
は
，當
然
與
體
的
現
實
を
理
解
せ
ん
と
す
る
欲
望
に
滿
足
を
與
へ
る
こ
と
も

出
來
な
か
タ
た
し
、.又
法
則
r
設
定
す
る
こ
と
も
出
來
な
か
つ
た
。
換
言
す
れ
ば
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方
に
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彼
等
は
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の
凡
ゆ
る
景
氣
變
動
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つ
の
型
に
は
め
こ
ま
ん
と
し
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そ
の
結
果
夫V

の
景
氣
變
動
が
持
つ
具
體
的
特
殊
性
を
見
失
ふ
と
共
に
、
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.他方
直
接
經
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的
事
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接
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合
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だ
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り
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扒
り
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他
方
は
彼
等
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つ
て
摸
索
的
：i

し
求
め
ら
れ
で
ね
た
純
理
論
时
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究
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あ
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時
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第
十
“：1
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礙
變
以
來
昭 

和
七
三
部
十
弓
頃
ま
で
の
間
に
於
け
る
物
憤
の
推
移
と
其
の
對
策
の
問
題
と
を
取
扱
つ
た
。
木
稿
は
自
ら
そ
の

f.

篇
.を
成
す
も
の
で
あ
る 

が
、
殊
にf

長
期
德
設i

最
初
の
過
程
に
於
け
る■

問
題
即
ち
イ
ン
フ
丫
シ
.ョ
ン
の
間
題
を
ば
、
部
ら
金
融
側
®
か
ら
議
し
、
そ
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茬
干
問
題
に
觸
れ
た
も
の
で
あ
る
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支
穷
事
氣
の
政
治
6;
-

處
现
か
如
.何
な
る
方
釣
を
乐
さ
ぅ
と
も
、.
長
期
經
濟
建
設
は
如
何
に
.

し
て
も
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
1

_

伤
^

:

ひ
に
立
つ
'

て
'

ゐ
る
：
從
つ
て
.

顿
時
經
濟
體
制
の
長
期
的
禅
.

盤
備
は
必
‘

至
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
徐
々
に
行
は
'

れ
つ
つ
あ
る
o

殊
に
、
的
ロ̂

十
叫
部
度
財
政
の
全
貌
が
g

f

な
る
.

に
及
ん
で
*

金
融
部
面
に
於
い
て
もg

檢
时
を
要
す
る
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の
•
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提
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先
づ
戰
時
金
融
及
び
そ
の
對
策
の
特
徴
を
擧
げ
て
お
か
ぅ
とE

心
ふ
が
、
勿
論
そ
れ
に
は
•對
外
及
び
對
內
の
兩
部
面
が
あ
る
。
而
し
て 

.支
那
事
變
下
に
於
い
て
は
-
幾
多
の」

前
例
に
於
け
る
と
同
様
に
、
先
づ
對
外
部
面
に
對
策
が
始
ま
り
、
對

內

部

面

に

及

ぶ

と

い

ふ

傾

向
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>
-示
し
て
來
た
。
而
し
て
そ
れ
部
の
對
策
に
片
直
接
的
^
行
策
と
間
接
的
調
盤
策
と
が
あ
ム
が
、
前
者
は
.法
律
的
縱
制
策
で
.あ
：り
、
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者
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資
本
生
義
の
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則
に
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任
家
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日
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べ
.き
も
の
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る
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時
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な
の
で
あ
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が
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主
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右
の
，中
、
資
金
造.出
對
策
は
、
主
と
し
て
、
旣
に
準
戰
時
代
に
方
策
が
建
て
ら
れ
、
事
變
と
共
，に
施
行
さ
れ
た
も
、の
で
ぁ
つ
て
、
通 

食
供
給
办
基
礎
支
獷
决
し
汶
以
尤
壤
變
不
に
於
就
名
通
貨
需
數
に
何
睜
で
ル
較
じ
得
る
里
意
を
な
し
た
ん
め
で
ぁ
名
。
，

,

:

’

.

'

金
融
市
場
對
策
は
、
大
體
昭
和
十
二
年
中
に
採
ら
れ
た
方
策
で
ぁ
つ
て
、
孰
れ
の
戰
爭
罾
い
て
も
、
そ
の
#E

初
に
起
る
を
常
と
す 

る
金
融
の
梗
塞
を
打
開
せ
ん
と
1
た
も
の
で
ぁ
る
.？
勿
論
そ
の
後
も
續
行
さ
れ
て
ゐ
名
。(

註
一〕

• 

0
^
. 

^

,
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(

註
一)

以
上
の
諸
對
策
に
就
い
で.は
、.
拙
著
：

『

金
融
統
制
と
貲
易
政
策

』

：參

照

：

.

、

一
體
戰
時
.の
•金
融
對
策
に
は
、
.之
を
質
的
に
み
る
と
二
つ
の
主
流
が
あ
る

.01
方
は
、
戰
時
必
要
な
資
金
を
供
給
す
る
爲
め
の
方
®

で
あ
り
、
他
方
は
職
時
膨
腺.財
政
か
ら
流
れ
出
る
資
金
を
吸
收
し
て
以
て
：
ィ
ン
.フ
V
1

シ*

ン
の
發
展
を
抑
也
せ
ん
と
す
る
も
の
で 

あ
.る
.

o

前
述
の
資
金
造
出
對
策
及
び
金
融
市
場
對
策
は
、
前
蓉
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
に
對
し
て
、
後
者
^
代
表
す
る
も
の
が
資
發
流

通

對

策

な

.
の
で
あ
る
'0

之
に
屬
す
る
も
の
と
し
て
は
、
公
債
消
化
の
た
め
の
^

^

策
や̂

蓄
遝
動
や
が̂

^

が
パ
こ̂

種̂

策

の

中

で

，
、

-

.

.

-

-
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戰
時
に
於
け
る
統
制
的
性
質
を
最
も
强
く
示
現
す
る
も
の
は
、
今
の
處
資
金
流
通
の
調
軟
策
で
，あ

る

.0

.

.

.

と
.こ
ろ
で
、.
資
金
佻
給
の
た
め
の
對
策
と
、
資
金
流
通
か
調
盤
の
た
め
の
對
策
と
は
、
相
互
忆
矛
盾

0:
關
係
に
立
今
て
：ゐ
る
々
戰
時
：
 

對
策
は
斯
か
る
相
反
す
る
一
一
而
の
間
を
巧
み
に
鏠
つ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

ぬの

で
あ
づ
て
'、
森
に
.戰

時

金

融

政

：
策

_
の

困

難

と

複

雜

性
 

と
が
.伏
筏
し
て
ゐ
る
の
で.あ
る
。
 

‘

:

而
し
.て
從
來
執
ら
れ
た
事
變
下
金
.融
政
策
に
就
い
て
は
種
々

の

批
判
も

行
は
れ
て
ゐるし、

又
侗
^

の
點
で
は
決
し
て
批
判
.の
餘
地 

が
な
い
で
は
な
か
つ
た
，と
者
へ.ら
れ
る
が
、
併
し
事
變
前
期
た
る
、
.
そ
の
勃
發
か
ら
武
漢
陷
落
に
至
る
武
功
戰
期
に
於
い
て
.は
、
全
體
、 

と
し
て
み
て
、
比
較
的
無
難
に
終
始
し
た
と
言
ひ
傅
ょ
ぅ
と
思
ふ
。
け
れ
ど
も
、
事
變
後
期
た
る
遞
設
過
程
に
於
い
て
は
決
し
て
從
來

Q

 

ま
ま
で
十
分
な
る
を' #
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
藍
し
金
融
政
策
は
旣
に
、
前
述
の
如
き
困
難
と
複
雜
胜
に

^

^
'1
.
て
:*
る
か
ら
で
あ
る0
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へ
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へ
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然
ら
ば
、

「

斯
く
の
如
く
金
融
政
策
が
困
難
な
地
位
に
立
っ
た
の
は
何
故
で
ぁ
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
勿
論
戰
時
財
政
の
膨
脹
を
起 

.點
と
し
て
ゐ
る
.の
で
あ̂
>
0

,

我
が
國
戰
時
金
融
.

の
贫
段
階
-W

砦
干
の
問
題
. 

. 

，四
-

七

〈

四
；七H
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m  m  ( 千圓）

海 取 费 m 備費 合 計

9,100 40,000 95,184

95,000 60,000 412,023

349,958 250,000 2,022,671

1.043,000 65,000 4,850,000

812,000 650,000 4,605,000

2,309,058 1,550,000 11,984,878

~
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'我
が
國
_
時
-'
4

礅
の
現
段
階
式
'葙
午
の
問
題 

-

.

四
八
-

(

四
七s

n

» 

. 

•

.

今
事
變
費
を
み
る
に
.
、
最
初
第
一
ー
豫
備
金
ょ
セ
支
出
し
た
一
千
萬
圓
の
外
に
、左
表
に
示
す
通
り
、
士
 

ー¥

度
分
一
不
五
億
1

ニ.
千
萬
圓
、

.
 

'

十
三
部
度
分
四
.

十
.

八
顧
五
千
萬
圓
ノ
十
‘

四
年
度
分
四
十
六
億
五
百
寓
圓
，.
通
許
終
百
二
十
億
圓
に
達
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
五
年 

タ
1

-^
オ

で
':
2-:

;¥
—

讓
_
_
來
龙
财
多

圓
見
當
に
上
ぼ
.

つ
て
ゐ
る
。

■ 

,
* 
.

從
つ
，て
' 

右
の
事
變
費
に
一

般
會
計
豫
算
を
加
へ
る
な
ら
ば
、
事
變
以
來
に
於
け
る
財
政
の
膨
脹
は
佥
士
蒂
で
あ
る
o

_

即
ち
、
昭 

•

.;; 

.

^

^

^

度
五
^

議
圓
フ
^

ー
^

^

八

歌
 

ャ
.
ゐ
.

る
;-
0
,
.昭
：#
办
:|
;

十
：

】

#

诏
€-

於
け
.
る r

:
:
.

 

金
w

m

止
後
の
膨
脹
財
政
が
年
平
均
ニ
十一

.

億
七
千
三
百
寓
圆
で
あ
っ
た
‘
の
と
比
較
し
て
、
戰
時
財
政
の
規
模
が
全
く
一 

變
し
た
こ
と 

は
、

ー
見
し
て
明
か
で
あ
る
？
こ
の
規
模
の
變
化
は
、
や
が
て
そ
の
影
響
に
質
的
の
差
異
を
窗
.
ら
す
所
以
と
な
っ
1:

ゐ
る
。
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:

-

:

'
 

虹

2,
0

2

4,
8

5

. 

■丨

,9
8

九
證
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
聲
外
の
麗
負
檐
と
な
る
•

べ
き
、敷
約
と

I

c

1
1.
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:

■
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碑
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;
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:
^

て
^

億
圓
が
認
^

ら
れ
セ
ゐ
芩
ヌ
こ
れ
^

ノ
臨
時
軍
事
費
會
計
に
於
^

:: 

暮

.
.
』
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. 

- of. ,
. 
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,0
n

^
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-
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へ
い
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:
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備
：
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40

;

:
費)
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1
:
;
100
;

;
ペ
。
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8

入
 

沿
ズ
讓
ネ̂

^

れ
は
ザ
臨
時
軍
事
費
が
镩
年

」

月
お
で
：.の

費

用

：と

乙

，
て

要

： 

窜

眾

9

,
95I

ノ

鐵

81
2

,

衆
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
物
動
計
鼙
.が
锁
箅
年
度

:^
喰
ひ
違
っ
て
ゐ
た
の
で 

一
、彼 

j

あ
る
が
、
今
後
は
そ
の
兩
者
を
一

致
せ
し
め
て
行
く
こ
と
と
し
た
か
ら
-

'•
i,
. {.
“'.
:.
'.
'-
:
..
?
.l-
'p.
-*,
'.:.
.

o.
n
I-.
 ̂
»

—

r
h
.
h
r 
■■•:-
■
________________________________________________________________________________________________-

;
j.
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ノ
“
し
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-
へ〉

ダ..
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，總 歲 出 比 .嫁 .

昭和ゲ
千_  

1,950,140

S ?，卿 ，662

.‘.'ぐ:'::ベ:.分 2,163,003

...パ,.:顧 ： 2,206,477

. 11 2,282,176

12 6,237,901

- ,13 V 8,046,220

14 8,874,355

. •.歲 . 出. 睦 軍 费

第七十一議龠 
追加苹一號

同 上 
追加第ニ. 號..

坊七十二議會 
挺出本豫箕

第七十彐議會 
，逍 部 豫 算

第七十四篛#  
追 加 潆 箅

40,084

257,023

1,422,712

3.257.000

3.143.000

； 8,125,819

'

-
:
h
.
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ベ
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.マ...：

.
；
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'
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鱗
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f
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1

7

,9
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22
,

35
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私
は
玆
で
、
財
！政
の
膨
脹
自
體
•

を
指
摘
し
ょ
ぅ
と
し
て
ゐ
•

る
わ
け
.

で
は
な
•

い
•。
戰 

.

j

 

i

19
,

~

以
M

.

2,
2

22
,

'
6,
2

80

，
8,
8

.
時
财
政
で
あ
る
か
ら
に
は
"

そ
の
膨
脹
は
必
至
で
'

あ
る
。
そ
れ
ょ
り
も
寧
ろ
問
®

は
"

歲

Y '
s
 

9

xo
;
.
n
-12
.
.13
_

14—

 

‘斯
か
る
.膨
脹
財
政
が
何
故
ま
で
繼
續
す
冬
加
と
い
ふ
點
広
在
る
6 

‘ 

.

.

總
'
'
•
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，
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、
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昭
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こ
こ
で
序
な
が
ら
、
世
猓
大
戰
常
時
並
に
共
の
後
を
み
る
！

T

次
表
の
通
り
、
ィ

ギ
リ
ス
の
戰
時
財
政
，は
、
，
一
九
一
八
年
の
戰
爭
最
終
年
度
に
於
い
て
，最
名
膨
脹
を
1
;小
し
、
，
ニ
十
六
億
九
千
六
百
萬
ポ
ン
ド
の
这
額
に
_

し
炎
。
戰
1

終
了
の
蒙
た
る」

九
一
九
I

に
は
、
ま
だ
I

最
終
年
と
略
々
同
額
§

$

s

千
九
宵
萬
•

ホ
ン
.

ド
の
I

I

要
と
じ
た
が
、.
te

に
翌 

一
％
ー
 

ー0

年
に
は
、
旣
に
十
六
，億
六
千
六
百
寓
ポ
ン
ド
に
一
擧
に
.削
減
さ
れ
て
ゐ
る
0

、
即
ち
前
^

度
の
約
三
五

バ
ー
セ
ン
，ト
滅
.

に
常
つ
て
-

ゐ
る
d

そ
の
後
急
-
速
に
財
政
縮
少
.

が
‘

行
は
.
-れ
、
戰
爭
終
了
後
六
ヶ
华
目
.€>
.
.

ー
’
九
ニ
四
年
に
は
七
億
八
千
八
哲
：

I1
,」

.
ノ

ン
：

,
-
-
.
-.
'
.
:
'.
.
:.'
-
.
v
' 

> 

f 

.
'
'
.
文
广

:--.
'
レ':
:
,
ゾ
ノ
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V
■

.

-

;.
-
I
i 

r
;
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:■:
 

■■
-
 ...

萬
ポ
ン
.

ド
に
な
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
十
九
，ー
八
年
度
<6
.
1
1
.九
パ
-
.丨
セ
ジ
，ト
杧
し
か
當
ら
ぬ
小
豫
算
で
，あ
る
。
1

方
、
歲
人
不
足
分
は
" 

狄
が
阈
戰
昤
金
碘
.

の
現
段
階
.
泛
蔣
千
の
間
@,
、
 

铒
九
' 

.(

四
：七
.3£
>

臨 時 軍

結
局
最
後
に
生
ず
る
喰
び
違
び
を
是
IE

す
る
#.

要
に
應
ず
る
允
め
，で
あ
る 

:
'̂

及̂

1>

ぐ
は
軍
暮
行
»'

ぬ
起
：る
こ
；と
あ
る
ギ
が
臨
:«
0

:

茭
出
の
た
め
.
か
：
 

で
あ
ら
ぅ
？
從
つ
て
ー
應
十
四
年
度
內
に
支
出
さ
れ
得
る
も
の
と
し
て
港 

へ
る
必
要
が
„あ
;̂

デ
。

/
さ

ぅ

す
る
と
、

.

十
四
畠
歲
出
の
總
訐
は
九
十
七 

億
圓
に
達
し
、
所
調
百
億
圓
豫
箅
が
示
現
さ
ル
た
こ
と
と
•

な
'る
の
で
あ



英 ’佛 載 時 財 政

年 ィギ リス（百蕖磅）. フラ ソ ろ（目萬法）

度 歲 出 軍事費，•歳'不足 歲 出 軍事費 歳入不足

1914 197 77 厶 1 10,065 6,700 5,617
1915 560 473 334 20,889 16,450 16,576

1916 1,559 1,400 1,224 86,848 23,853 31,916

1917 2,198 1,974 1^25 44,661 28,662 38,476
191S 2,C90 1,403 1,§89 ' 66,649 35,120 49,858

1919 • 2,579 02,19B V ；1,690 54,213 48,185 42,627

j m 1,666 、691 326 58,143 ‘ 7,645 38,352

1021 1,195 292 △  231 52,023 6,312 ^30,480

1922 1,079 189 厶 ， 46 49,719 4,9X0 25,028

1923 812 111 a  102 42,635 *  , 19,197
1924 789 ム ！106 a  48 36,911 そ 13,473

1925 33,990 8,328 /•,；;;：：v:462

我
が
國,
戰
時

m
の
瑰，
段
階

干、
の
間
題

ぺ
、.
.,:
.
'
-
,
-:
.
,
:
-:
:

v

';
:
:
:
^
四
セ
六

〕

.;
: 

戰
後1

牢
目
，に
は
未
だ
相
當
あ
り
，

1

一
年E

に
も 

若
干
淺
存
し
て
ゐ
た
が
、
三
.年
目
01

九
ニ1

年 

か
ら
は
歳
入
超
過
に
轉
換
を
示
す
に
至
つ
た
。

プ
ヲ
ン
，ス
に
於
い
て
も
、

一
九
1
八
¥-
に

ば

芄 

—
六
：̂
ハ
億
坪<フ
#
の
逯
« ;
で
#
;<
>
た
が
、
：慮

雄 

も
そ
れ
に
近
い
五
居
四
’十
二
.億
フ

ラ

ン

を

示

'
し 

た
。
併
し
ィ
ギ
リ
ス
と
は
違
づ
て
、
一
九
二
〇
年 

に
は
却
つ
て
膨
脹
し
、
二
十
一
’年
迄
は
，五
百
億
フ 

ラ
，ン
臺
を
推
持
し
た
。
そ
の
後
漸
次
財
政
縮
少
が 

#
捣
れ
：た
,
、蒙
セ
釔
：、
1議
ー
：
妄

年_
さ
百：
2

十
，
九
億
フ
ラ
ン
の
豫
算
は
、

‘

1ル
ー
八
年
の
四
0 

パ
ー
セ
ン
ト
減
の
程
度(

で
あ
.つ
た
。

之
を
，一
般
的
に
み
る
と
、
旣
往
の
戰
维
に
際
し
て
は
、
そ
の
終
了
後
に
於
い
て
舊
態
に
復
す
る
と
い
ふ
の
が
理
想
と
さ
れ
て
ゐ
た
。 

故
に
財
政
も
漸
次
之
を
緊
縮
し
て
建
直
し
さ
れ
た
の
'で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
"
國
民
經
濟Q'

現
勢
に
適
應
し
た
財
政
建
也
し
が
求
め
ら 

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
は
、
前
記
の

■
ィ

ギ

リ

ス

.

に
之
を
求
め
る
乙

と

が

出
來
る

o
.

印は:備 考 A印は歲A超過(

.

そ
0?
'點
に
於
い
て
は
、.
フ
ラ
ン
久
1

そ
の
例
に
浊
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
^

だ
_

國
は
戰
郇
祀
依
る
荒
廢
地
域_の

經

濟

的

復

興

を
. 

必
要
^

し
た
。
'故
に
直
接
の
軍
事
費
は
前
揭
表
の
示
す
通
り
削
減
さ
れ
た
が
、

一

.方
從
興
赞
の
膨
脹
む
蒙
っ
ャ
、
結
局
歳
出
金
體
の
縮 

少
は
、
期
待
の
通
り
に
實
行
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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'
更
に
も
ぅ一

つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
.そ
れ
は
、
假
令
財
政
の
縮
少
、
.建
直
し
.が
行
は
.れ
た
と
は
言
へ
、
そ
の
結 

果
は
戰
前
の
狀
態
そ
の
も
の
へ
の
復
歸
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
..
戰
時
公
債
の
.絮
稹
だ
け
を
考
へ
て
.も
^
明
す
る
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こ
と
で
あ
る
が
、
之
を
事
實
に
つ
い
て
み
る
と
*

ィ
ギ
リ
ズ
の
、
戰
筚
前
苹
た
る.一
九
.一
三
年
度
の
歳
出
は.一
億
八
千
八
百
萬
ポ
ン
ド
，：
 

.で
■あ
っ
た
。

一
億
七•
‘八
千
萬
ボ
ン
ド
の
歲
出
と
い
ふ
の
ゆ
、

一
九
一
〇
年
代
の
年
常
財
政
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
之
に
對
し
て
縮
少
さ 

れ
た
一
九
ニ
四
ハ
牛
度
の
七
億
八
千
八
百
萬
ポ
ン
ド
を
比
較
し
て
も

-

猶
ほ
後
漭
は
戰
前
財
政
の
四
倍
以
上
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
シ
-ス
に
於
い
て
も
、
一
九
一
〇
年
代
の
平
常
財
政
は
、
四
〇
惙
フ
ラ
ン
裏
で
;*

一•
九
一
コ
ー
年
度
の
そ
れ
は
五
十
億
六
千
六
百
萬

• 

.フ
ラ
ン
で
あ
、つ
た
。
故
に

.

.

一

九
ニ
.五
年
度
の
歲
出
は
、
縮
少
.さ
れ
た
と
は
言
へ
、
猶
ほ
，戰
举
前

^

*の
六
*
七
.倍
の
茛
額
を
示
し
た
の 

で
あ
る
。
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.
で
は
我
が
國
に
於
い
セ
は
'ど
.ぅ
.か
-<
?
:い
ふ
に
，
事
變
：の
#.
質
が
旣
往
の
戰
爭
と
は
全
く
異
り
、
武
力
戰
に
續
い
て
、
國
內
及
び
大
陸
'
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に
於
け
る
經
濟
建
設
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
事
變
の
實
質
的
終
焉
は
前
途
多
年
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
文
字
通
り
、
：

' 

:r

長
期
建
設』

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
私
は
旣
，に
昨
年
度
に
於
い
て
、
八
十
傲
圓
豫
算
、の
恒
常
化
を
主
張
し
た
の
で
あ

‘
。
段
令
豫
算
o
金
額
に
は
若
干
の
增
減
.̂
.あ
ら
ぅ
け
れ
ど
も
、
' 膨
購
し：

た
蕋
礎
.に
於
け
る
財
政
は
持
續
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
：つ
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年 ノ 度 一般及び|臨時 
特別會計1第事費 合 計

昭 和 12 970 2,424 3,394

、， 13 . 1,176 4,453 5,02?

’ 14 2,001 3,524 . 5,926

14年遽內譯

ニ般 會 計  
本 豫 箅

, 8 0 9 ‘，

'各特別會計 
m  . 算

274 i

第一號迫加 
m 第

; 728 ン:

第二號追加 
豫 箕

. . 190 2,00】

臨時箪窜费 
豫 • 算

OBmBanamiMmnMMmk

.3,924 5,926
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四
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て
、
嘗
て
は
、
戰
後
に
於
い
て
は
、
膨
脹
戰
時
財
政
を
ば
3

國
贺
激
濟
f

c

相
應
し
セ
平
•

時
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
於
い
て
は
、 

逆
.

に
ノ
國
民
經
濟
自
體
を
ば
、
戰
時
膨
膨
財
政
に
適
應
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
，る
。
允
だ
勿
論
-

そ
の
過
程
に
於
い
•

て
問
題
. 

が
栉
.
在
す
る
.

の1
で
.

あ
る
。
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膨
脹
財
政
と
購
賢
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通-
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，右
：の
#
き
膨
脹
財
政
は
、

一
方
に
於
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
政
府
の
物
資
需
要
の
墦
大
を
示
す
と
同
時
に
、
他
方
に
於
い
て
は
い
政
府 

の
資
金
撒
布
の
增
加
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
尤
も
，
财
政
金
額
.だ
け
が
新
た
に
購
買
力
と
し
て
撒
布
さ
れ
る
わ
け
で
な
，く
、

そ
；̂

現
在
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で
は
*
公
債
を
以
て
支
辨
さ
れ
る
金
額
に
依
存
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
.周
知
の
通
り
で
，あ
る
。
も
ぅ
少
し
花
確
に
言
へ
ば
、
日
銀
引
受
發- 

骨

 ̂

1
92
, 

, 

. 

.
1

邶
行
の
公
債
顧
が
、
新
規
の
購
買
カ
の
造
出
を
指
尕
す
る
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で

■
§

<

ロ 
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あ
る
。(

政
府
に
ょ
る
赕
買
カ
の
吸
收
と
其
.の
撤
布
と
の
時
間
.

時

賴
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24,
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と
す
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そ
こ
で
公
債
發
，行
額
を
通
觀
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
'琳
變 

豫-

及

齡
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,1
7
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7

19
'

行
.動
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-
1
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-
以
來
の
潑
行
豫
定
額
は
上9

通
り
で
あ
'る
。
即
ち
、
昭
和
十 
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に
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般
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揮
，
.

.圓
ほ
ど
の
發
行
不.要
額
を
坐
じ
た
が
、
結
局
汍
億
圓.の
，發
行
.
- 

' 

.部

眼

.

_

14
*
本

，各

豫

第

豫

-
第

豫

t
臨

豫j

濟
額
を
殘
し
た
o
‘故
に
十
三
年
度
發
行
豫
免
額
は
、
前
年
度

• 〜 公 偾 の 發 行 日銀の公廣寶却

日銀01受 伽 部  
» 3 1受 合 計 市中厶 計 □

昭和！̂牢 
下 期

.1,000.0 .200.0 *1.806.0 ノ r 179 429

昭和か牢 
上 期

，1,530.0• i -300.0 1,830.0* 1,180 1.410

' 下 期 .3150.0 .350.0 2,500 0 1,440 1,730

!通 . 計 4,680 B ' 850.0 5,030.5 2,790 3,570

‘未
濟
分
：̂
加
へ
.て
六
十
五
億
圆
で
.あ
つ
た
ゎ
.け
„で
、あ
る
；が
.、.
.十

四

年一

一
月一

一
十
日
に.於
い
て
、
發
行
未
濟
額
と
；'1
>
て
.淺
0
.て

ゐ
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は
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一
般
、
特
別-兩會
計
を
通
じ
て
六
«
七
千
四
瓦
萬
圓
、
臨
時
：
軍
.*
費
に
於
い̂
十
七
億
：八
千
一
百
萬
圓
、
‘合
能
一
一
十
四
億
五
千
六

-
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百
萬
圓
あ
る
。
之
を
十
四
哔
度
に
加
へ
る
と
、
，.發
行
豫
定
額
通
許
は
八
十
三
億
八
千
百
四
十
六
萬
九
千
圆
の
瓦
額
に
上
ぼ
る
の
で
あ

る

宵窠圆:杳匮の發行及び消れ

* シンジケ— ト團の引堅一擒圆を念む 

△ 郵餌局i 出を含む -
□官廳關係への寶却を含む

と
こ
ろ
で
、
事
變
以
來
の
.

發
行
汸
法
を
み
る
と
、
.
卜
一
表
の
如
く
に
、
茭
那 

事
變
以
來
の
一
ヶ
年
半
に
於
け
る
發
行
Ai

は
五
十
六
億
三
千
萬
圆
で
ぁ
る

1

1

:

證

麗

勝

篇
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當

つ

て
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ゐ
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o

,

兎
に
夠
、
斯
く
し
.

て

造

，出

撒

布

さ

れ

，
る

政

府

資 

金
は
、，漸
次
增
加
を
加
へ
弋
厝
り
、
十
四
年
度
に
於
い
て
は
一
般
に
そ
の
®

 

を
遛
め
る
も
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と
豫
想
唸
ち
れ
る
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：'こ
こ
で
通
貨
の
流
通
狀
態.に
つ
い
て
、
若
干.
'

Q
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明
を
加
へ
る
こ
と
は"
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.，必
ず
し
も
蛇
兄
で
は
な
か
ら
ぅ
。
蓋
し
公
愦
政
策
に
ょ
つ
て
造
出
撒
布
さ
れ 

る
政
府
資
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
.が
如
何
に
流
通
す
る
か
が
問
題
で
ぁ
る
か 

ら
で
あ
る
。

,

,
凡
そ
通
貨
.の
流
通
.に
は
I
,
S
,
Q

遡
態
が
^
る
。
.
マ
つ
は
，
通
貨
が
物
資
及

.

碑
が
國
皲
诗
金
融
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の
瑰
殷
階
装
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が
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金
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の
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び
勞
務
と
の
交
換
に
於
い
•て
流
通
す
る
場
合
で
あ
.

り
、
他
の 

一•
<>
•

は
、
通
貨
が
そ
れ
自
體
獨
进
し
た
流
通
'
す
る
^

^

で
あ
る
0

手
取
早 

.

.

く
言
へ
.

ば
、
前
者
は
賣
買
の
場
合
で
、
後
者
は
金
融
の
場
合
で
あ
る
9

從
っ
て
學
者
は
屢
々
、
前
者
を
通
貨
の
產
業
的
流
通
と
言6
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後
者
を
其
の
金
融
的
流
通
と
言
つ
■

て
ゐ
る
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而
も
こ
，の
兩
流
通
の
間
に
は
相
互
に
述
絡
が
あ
る
の
で
あ
つV

ぐ
例
へ
ば
會
社
が
銀
行
か
ら
資
金
を
借
入
れ
る
の
は
、
通
貨
の
金
融 

的
流
通
なQ

.

で
あ
る
が
、
當
該
叙
社
が
そ
の
借
入
金
で
機
械
原
料
品
等
を
買
入
れ
れ
ば
、
右
の
通
貨
が
產
業
的
流
通
に
入
り
込
ん
だ
こ 

と
に
，な
る
。
又
機
械
原
料
品
を
供
給
し
た
會
社
が
そ
の
代
金
の
ニ
部
を
銀
行
に
琼
入
れ
た
と
す
れ
ば
、
.

通
貨
は
產
業
，的
流
通
か
ら
金
融 

的
流
通
の
部
ぼ
に
還
流
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

f
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尙
ほ
、
、一
口
に
，產
崔
的
流
通
と
言
、つ
て
も
、
そ
6

中
哀
は
、
通
貨
が
產
業
活
働
の
た
め
の
物
資
及
び
勞
務
の
賈
人
.

れ
に
闬
ひ
ら
れ
る
- 

場
合
と
、，.
日
常
坐
活
品
の
貢
入
れ
の
た
め
に
、.
"

即
ち
消
費
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
故
に
，結
局
通
貨
の
.
"流s

部
面
は
次
の 

.

如
く
に
な
る
。
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、
と
こ
ろ
で
，
政
府
の
撒
布
す
る
資
金
は
、.
先
づ
產
業
的
流
通
に
ス
り
込
ん
で
來
る
0

蓋
し
政
府
は
、
そ
れ
を
以
て
必
要
な
物
資
及
び 

勞
.

務
'

1

賀
入
，れ
1

か
.

ら
で
ぁ
.

る
。
尤
も
、
政
府
が
軍
需
江
業
に
對
す
名
前
拂
と
し
、て
支
出
し
、
受
取
，つ
た
會
社
が
直
ち
に
之
を
敏
行
.に

预
入
れ
て
了
へ
ば
、
直
接
金
融
的
流
通
に
ん
つ
た
こ
■と
に
な
る
。
•兎
に
角
、
-
一
且
產
業
的
流
通
.に
入
つ
た
政
府
撒
布
の
資
金
は
、
#
社
•
. 

個
人
等
の
手
か
ら
一
部
分
は
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
石
.で
あ
ら
ぅ
亦
、
.結
局
大
部
分
は
他
の
會
社
.
•個
人
等
へ
支
拂
は
れ
、
又1

部
分
^
 

消
費
用
に
供
せ
ち
れ
る
。
か
く
し
て
轉
々
す
る
間
に
、一

部
分
宛
銀
行
等
の
金
融
機
關
に
預
入
れ
ら
れ
て
、
金
融
的
梳
通
に
淺
留
す
る
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こ
と
に
な
る
。
斯
く
し
て
金
融
的
流
通
に
淺
留
す
る
資
金
は
V
'日
銀
の
公
倩
.
«却
に
.ょ
つ
て
吸
收
さ
れ
る
と
一
25
:
ふ
段
取
り
^
な
>
 ̂

:
:;

今
こ
の
公
債
の
消
化
を
.み
る
と
、
事
變
以
來
十
三
年
迄
に
日
銀
の
引
受
け
た
額
は
四
‘十
六
億
A
千
萬
_
で
.あ
る
が
、
'日
敏
の
寶
却
し
へ 

た
瀕
は
三
十
?1
:
億
七
千
萬
圓
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
消
化
.の
割
合
は
七
六
、*
三
バ
1

セ

シ
ト
に
當
る
。
又
十m

年
中
だ
け
を
採
つ
て
み
る
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I
f
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•

.

と
、
日
跃
引
受
額
は
三
十
六
億
八
千
禽
圓
、
そ
の
實
却
額
は
三
十
一
億
四
千
萬
圓
で
あ
つ
て
、
.其
：の
'消

化

率

は

八

：五
バ
ー
:セ
ン
ト
に
^

.
 

:
.
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:
 

'  

/
 

-
 

-. 

-
 

, 

.
ニ
.
.
'
.
:
.
.
-
.
.
.
.
.
.
. 

.
 

'

ぼ
つ
て
ゐ
る
。
大
體
公
愤
消
化
率
は
比
較
的
高
位
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ふ
ば
、
公
.
債
消
化
率
さ
：.へ
高
^
を
示
せ
饮
イ
ン
フ 

レ
ー
シ
«,

ン
の
進
展
を
來
た
す
と
と
は
な
い
'^
'

と
い
ふk

、

決
し
て
さ
ぅ
で
は
な
い
。

'

言
ふ
交
で
も
.

な
ぐ
"

イ
ン
フ
レ
.

1

シ*

ン
ぼ
通
貨
と
物
資
と
の
關
係
が
均
衡
を
失
し
た
場
合
で
あ
.

名
。

.

.

:

.
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- 
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故
に
、、.•
政
府
撒
布
資
金
が
產
業
的
流
通
部
面
に
滯
留
し
た
場
合
に
■■
■

'

イ
シ
フ
レ
ー
シ
ョ
.

ン
：
問

題

：が

起

る

の

，
で

あ

る

：が

、
：
勿

論

坐

產

カ
 

に
餘
剩
が
あ
り
、
物
資
か
供
給
が
豊
富
で
办
る
な
ら
ぱ
ノ
如
何
に
政
府
資
金
‘の
撒
布
が
多
量
で
あ
る
か
ら
と
て
ご
別
段
問
題
と
は
な
ら 

な
ル
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
長
期
建
軋
第
.
一
年
に
於
い
て
は
、
•

ー
方
で
は
政
府
撒
布
資
金
は
愈
々
加
は
-2
,

嗛
も
拘
ら
ず
、
.他
方
で
は
消 

§

の
供
給
は
減
じ
な
い
ま
で
も
"

增
•
加
、し
な
い
情
勢
に
在
名
.
0

そ
れ
故
に
、
政
俯
資
金
の
產
業
的
流
通
が
適
當
に
調
盤
さ
れ
な
け
れ 

ば
、
イ
ン
フ
レ
！
ゾ
B

ン
の
發
M

す
る
可
能
性
は
十
分
に
與
へ
&■
•

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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、
锻
で
'>

我
が
國
に
於
け
る
イ
シ
’

フ.
レ
1

シ
.

ョ
ン
■

の
發
M

.

段
階
を
.一

.

應
宥
察
し
て
お
か
ぅ
。
私
が
，こ
れ
^

で
.

中
：張
し
て
來
炎
所
の
、
、そ 

の
發
狠
的
な
段
階
は
次
の
如
く
で
f

、
而

.?
>

そ
れ
'は
、
イ
ン
ス
•

レ
丨
シ
，
••

ン
の
重
點
の
所
在
と
、
そ
.
の
_

的

意

義

の

相

違

集

す

も
わ
で
：あ
^
。
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.以

.パ
降=
ふ
坐
產
財
«
同

.イ
ン
.フ
.レ
！

て
ン
の
意
義
並
に
現
'象
型
態
に
亂
い
て
は
逦
>-
議
論
が
；あ
る
：が
、
，兎
に
角
そ
れ
は
前
项
'に
も
一
言
し
た
如
く
に
' 
通 

货
と
物
資
と
-の
關
係
‘で

あ
つ
，て
、
そ
の
關
係
の
不
均
衡
，が
イ
ン
.フ
レ
T

シ
1
ン
を
顯
現
さ
ぜ
る
こ
と
は
明
，か
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
如 

何
に
.领
貨
が
人
爲
的
に
造
出
さ
れ
て
名
、
物
質
が
豐
富
で
あ
る
な
ら
ば
、
イ
_ン
>

レ
，1
,シ
ョ
ン
に
.は
な
ら
ぬ
6
是
れ
に
反
し
て
、
物
資 

-

が
不
足
し
て
ゐ
る
‘ど

、
通
貨
の
避
出
は
此
較
的
尠
ぐ
て
?)
'

”
イ>

ノ
フ
シ
1
.シ
パ
日
ン
酿
成
の
可
能
性
.が

あ

る

.0
又
、
通
貨
侧
面
に
は
殆
ん 

ぞ
變
化
が
な
く
て
も
、
物
資
の
減
.少
が
甚
1
く
な
れ
ば
、
同
礅
の
結
果
を
招
來
す
る
の
で
ぁ
'る
。

• 

■

を

各

こ

厶

で

右
.

の
：：

第
1

-i

階
た
る
潜
在
期
に
於
い
て
は
、
.

昭
和
七
年
瓜
§

政
^

^

よ
る
通
貨
造
出
操
作
が
行
は
れ
て
來
た
が
4
 

:

經
濟
不
況
の
結
果
，生
鹿
力
に
■
は
遊
休
設
備
が
多
く
*

«

資

に

尠

か

ち

：
ぬ
：餘

剩

が

あ

<>

た
め
で
あ
る
か
ら
"

イ
ン
フ
ド
ー
'

シ
ョ
•

ン
，の
發
M

 

を
，そ
れ
程
褒
慮
す
多
に
は
及
ば
な
か
’つ
た
の
で
あ
る
。
-否
、
寧

ろ

.
、
，市

場

に

注

會

込

^
れ
る
、_

貿
カ
に
よ
つ
て
、
生
商
施
設
の
沿
動
を 

刺
戟
す
I

と
*

が
、
要
望
さ
べ
さ
れ
.た
の
で
あ
.

つ

て

、

た

だ

、政

府

.の

#
布
す
^
資
命
を
金
融
抑
な
操
作
で
引
ヒ
分
、
以
て
イ
ン
フ
レ
1

•
 

•
 •
 •
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.
 

.
•..'
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一
ノ
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.

.
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.

.

.

.
 •

1

シ
、
ン
を
潜
拒
化
す
る
や
ぅ
-

に
統
制
し
さ
へ
す
れ
ば
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。

，

.

‘

.

然
る
に
'、
第一 

f

段
階
た
.

る
準
戰
期
に
入
•

る
'

ニ
.

方
で
-

は
財
政
.

の-
急
激
な
%

膨
脹
忆
よ
.
つ
：て
政
谕
の
.

撒
布
資
金
が
增
大
し
、
且
つ
相 

對
的
に
物
資
の
.

不
足
が
現
は
れ
る
に
至
0

た
0

た
だ
そ
め
不
足
棘
ま
だ
部
分
的
で
、
殊
に
生
齑
財
0

部
面
匕
#

し
た
.

の
ヤ
あ
る
が
、
し 

か
し
、
.生
產
財
の
價
格
の
急
騰
は
イ
ン
フ
レ
I
シ*

ツ
の
瘍
頭
^
汞
し
た
も
の
で
、
御
ち
第
一
段
階
で
は
輿
ら
金
_
側
面
0
み
に
'#
し 

.た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
、X

.

の
重
點
が
、
第
一
ー
段
階
で
は
物
資
側
面
殊
に
生
衝
财
部
掘
に
ま
で
擴
大
さ
れ
^
の
で
あ
る
*0
從

つ

て

.そ

の

對

策
 

も
前
明
で
は
金
融
操
作
の
み
で
あ
つ
.

た
が
-

、
こ
の
時
期
‘

に
於
4

て
は
、

『

坐
產
カ
擴
充』

が
採
り
上
げ
，ら
れ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
昭
邾
咔 

1.,

年
秋
か
ら
十
一
一
年
#
に
如
け
て
の
.

物

價

め

急

騰

は

、

世

界

的

影

響

：
に

よ

.

つ

た

も

，
の

で

は

あ

''
?

>

が
、

' 

.我

が

國

で

は
_
戰

時

，財

政

め

膨

脹
 

-

が
前
提
と
な
つ
て
ゐ
た
と
言
は
ね
ば
な
ち
な
，い
？ 

:

.,
’

.

班
装
の
趨
勢
は
、
支
那
事
费
の
勃
發
に
よ
り
、
急
速
に
進
展
せ
し
め
ら
れ
る
こ
4

と
な
づ
た
。
.

即
ち
戰
時
財
政
の
膨
脹
と
#
資
に 

對
す
る
.

軍
需
の
激
增
と
は
、
物
資
め
相
對
的
不
足
を
ば
、
生
產
財
の
み
な
ら
ず
消
費
財」

の
部
面
に
ま
で
押
1

進
め
_

る
こ
と
と
な
0

た
.
0 

.

物
價
.
の
全
商
的
昂
騰
は
之
を
示
す
も
の
で
あ
り
*

玆
に
至
.つ
て
イ
y

フ
V

丨

シ

シ
.

の
重
點
は
、金
融
.
，
物

資

の

兩

側

面

に
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ヵ
道
さ
.

^

^

の
‘

で
‘

ぁ
る
"

®

從
つ
て
.

そ
の
對
策
も
、
帝
融
，
物
-»

の
-

兩
側
面
と
も
ー
‘

段
と
逸
め
ら
れ
る
こ
，と
士
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
金

‘ 

働
側
面
に
淤
い
て
は
、
資
金
調
盤
法
に
汰
る
强
制
の
外
は
貯
蓄
獎
勵
、に
ょ
る
自
キ
：的
運
動
が
强
化
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
に
對
し
て
、

物

資
仿
面
，に
於
い
て
は
、
.
促
權
屬
對
策
が
费
し
き
進
展
を
示
す
に
至
っ
た
。

.即
ち
、
物
價
の
抑
制
、
物
齋
使
用Q

制
^

.

n
•割
當
等 

が
そ
れ
で
ぁ
っ
て
、
此
等
の
方
策
は
戰
時
對
•策
の
特
徴
を
表
示
、す
る
も
の
だ
.っ
た
の
で
お
る
。

■

以
上
は
、
，重
點
の
所
注
か
ら
み
た
我

.が
國
イ
'ン
フ
レ
！

ン

*

ン
-(
0
發
展
段
階
で
ぁ
っ
て
、
，旣
£

ロ
々
は
、
.事
變
と
共
に
、

そ
の
-抑
趣 

期
に
人
0
て
ゐ
る
の
で
ぁ
‘る
0
固
i

そ
れ
は
、
孰
れ
の
國
、
•孰
れ
の
戰
時
に
於
い
て
も
免
れ
能
は
.ぬ
と
こ
ろ
で
ぁ
る
が
、
然
ら
ば
事 

變
後
期
-̂
る
建
設
釣
戰
時
經
濟
に
於
い
て
、.:̂
し
て
七
れ
は
如
何
な
る
變
化
ヒ
示
す
.で
か
ら
ぅ
か
0
こ
こ
で
、
極
め
て
概
略
な
が
ら
、

世
#
大
.
後

の

イ

ン

フ

レ
I
一
ン"
ン
を
顧
み
て
お
か
ぅ
と
别
ふ
？
：

iL
#
大
戰
以
來
今
日
に
至
る
ま
で
、
世
界
幣
制
は
依
然
と
七
て
混
迷
を
續
せ
で
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
が
、
し
か
し
、
大p

終 

了
の
際
多
か
れ
尠
か
れ
イ
ン
フ
レ
3
シ
«
ス
i

に
箱
っ
て
ゐ
た
世
界
諸
國
の
雜
制
は
、
.先
づ
十
ヶ
年
を
以
て 

一
s

i

が
っ
い
た 

^
の
と
概
言
す
る
こ
‘と
が
出
來
ょ
ぅ
？
.
.
'
.

然
ら
ば
こQ

間
、
諸
國
特
に
ョ
丨
.ロ
、ヲ
パ

交
戰
國
はr
意
識
的
に
イ
ンr

s

レ
丨
シ
«
ン
政
策
を
採
っ
た
か
と
い
ふ
に
、
愈
し
て
f

 

で
は
な
か
っ
た
.0

イ
ン
フ
レ
！
ンR

ン
'に
ょ
る
通
貨
の
滅
猶
を
通
じ
て
"
巨
大
な
戰
潰
の
盤
翊
を
行
は
ぅ
^
企
て
た
わ
け
で
は
決
し
て

:
 

音

っ

た

。
寧
ろ
客
觀
的
事
態
に
ひ
き
づ
ら
れ
て
、
イ
い
ク
レ
！
ン
0

ン

.
の

方

向

を

g

■る
の
外
は
な
か
っ
た
.の
で
ネ
る
：が
、

し
か
も
當 

初
は
未
だ
年
價
切
下
の
斷
-̂
の
如
き
は
放
治
家
の
考
愿
し
龙
か
っ
た
も
の
で
ぁ
る
。
盲
ひ
か
へ
名
と
、
事
腹q

根

本

的

變

，匕

に

も

拘

ら

.

.ず
思
想
は
舊
事
態
に
囚
は
れ
て
ゐ
た
.の
'で
あ
る
？

.

勿
論
交
戰
國
の
中
で
も
、
戰
敗
國
.は
イ
シ
，
フ

丫

シ

-
ン

签

f

抑
制
す
る
こ
と
ば
到
底
出
來
.&

か
つ
：た
'0

ロ
|

、：；

ォ
i

 

リ
ア
、

、
ン
ガ
リ
ー
、
ド
>イ
ッ
の
如
く
革
命
に
曝
ら
さ
れ
た
場
合
、
イ
V-

ク
レ
ー
シ

.-
8

ン
は
必
然
の
運
命
で
^.

つ
：衣
士
;:
;
:

>

>

{

イ̂
；ッ̂

 

は
、
巨
額
の
賠
償
債
務
が
之
に
拍
卑
を
.
,̂
へ
て
ゐ
た
。

， 

！
：：
フ

：
：

：

• 

、

然
る
に
戰
勝
國
た
る
、
-
英
、
佛
、
#

、
諸
國
に
於
い
て
.

も
、
.

直
ち
に
■

デ
フ
レ
'

 

シ
.-
«

ン:̂
强
行
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
0

フ
ラ•• 

ン-
ス
，で
は
荒
廢
地
方
の
復
興
、
イ
タ
リ
丨
で
は
政
治
的
攀
と
い
ふ
が
如
き
イ
ン
フ
レ
丨
シ
«

ン
持
續
：の
原
因
が
符
し
ズ
は
ゐ
た
が
. 

兎
に€

1
.

般
的
に
言
つ
て
、
戰
勝
调
と
雖
名
、
.

直
ち
に
デ
フ
レ
丨
シ
日
シ
政
策
を
强
行
し
て
.

、
以
て
經
濟
不
f

招
來
す
る
こ
と
は
到 

底
出
來
な
い
こ
と
で
あ
■•

つ
た
。
そ
れ
は
、
戰
後
に
於
い
て
も
'
 

戰
筚
處
理
，の
た
め
の
i
字
財
政
を
績
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
と
い

一：̂：
:

敬

編

m
時
賢
氣
齋
來
名'丈
_
饋1:
:

氣
が
戰
後
も
數
择
間
繼
續
し
た
こ
と
は
*
却
つ
て
荤
の
國
で
は
、
‘
恐
’る
べ
き
政
治
的
紛
爭
を
防
止
す
る
の
に
さ
へ
役
立
つ
'た
の
で
あ

- 

• 

-• 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

こ
-

■る
’。

-

然
る
に
、
前
に
も
二
ず
言
及
し
た
言
に
、
當
時
に
在
つ
.て
は
、
.政
治
家
も
、
學
者
も
、
又
實
際
家
飞
イ
ン
フ
V
-
1

ト
し
た
通
貨
狀 

態
を
大
戰
前
の
事
態
に
引
侯
す
と
い
ふ
こ
と
を
理
想
と
考
へ
て
ゐ
た
。：

そ
れ
が
た
め
に
採
ら
れ
た
デ
フ
レ
！
ゾ*

ン
政
策
は
一
九
二 

ま
で
上
#
を
續
け
た
物
價
を
顚
落
に
導
き
*1

九
ニ
.

0

丄
ー一

年
.の
第
一
次
恐
慌
を
醚
成
し
た
。
そ
の
結
深
、
ア
f

力
-:

イ
キ 

丨
ス
.及
び
，そ
の
諸
領
土
、
日
本
、
そ
の
他
の
中
立
諸
國
は
デ
フ
レ
！
ン
:?
ノ
方
间
を
迪
.̂
>
こ
と
1

つ
た
.が
 ̂
-

0

1
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戰
諸
國は
、
，恐
慌-j

過
，の
後
•にW
び
イ
シ•ラ

レ
I
シ)

ン
の
方
途
を
採
る
に
至
：つ
た
？

か
く
し
て

、
.寶

上

嘗

て

見

ざ

る

，
ド

，
イ

ッ

の

®
 

■イ
ン
フ
レ
1
、シ
ノ
ン
も
-
幾
度
と
迁
く
政
變
を
反
樹
せ
し
め
た
フ
ラ
ン
ズ」

の
イ
ン
，フ
レ
1
シ
6
シ
も
、
そ
れ
に
.續
く
と
と
と
汝
つ
た
ぬ

.で
あ
名
。

.

‘

' 

:

,

'
■

' 

' 
.
. 

.

•
‘ 

■

;

:

.:

, 

.

惟
ふ
に
、
大
戰
後
に
於
.け

る

イ

シ

‘
！

v

レ

ー

.
シ

；®
.

ンQ

■發
展
に
ら
い
て
は
、
國
に
ょ
.
0弋
幾
多
の
«
成
原
因
が
擧
げ
^
れ
る
が
、
L

か

•L
そ

の

极

抵

に

は

、
經

濟

的

事

態

に

於
け
る
本
質
的
と
も
言
ふ
べ
き
潑
化
と
、
，.
戰
後
に
於
げ
る
戰

時

的

經

漱

淸

勢

の

持

觀
と

に

對

す

る
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認
識
，.の

缺

如

が

存

，し

；
て

.ゐ
た
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考
へ
ら
れ
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。
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今
.吾

，
々

は

大

戰

を

囘

ir
し
て
.
今
次
，事
變
に
於
げ
る
^

^
邀
態
の
變
化
|:
明
自
に
認
.め
る
こ
^
が
7«
來
る
0
而
し
て
今
や
武
力
®

、は
®
を
越
し
たV

し
て
气 

'依

然

顿

時

經

濟

お

る

^

が
.國S

'
Q

W
に
麗
各
れ
.つ
つ
.
る̂
，と
思
•ふ
。
；
が
併
し
、
.
そ
れ
が
想

設

的

-
戰

時

經

濟

で

あ

る

だ

け

に

、

,'
こ

れ

に

對

し

て

、
イ

ン

マ

レ
，-

シ8T

シq

見
地
か
ら
も
、g

議
を
求
め
石
‘必
要
は
f

と
者
へ
ら
れ 

る
0
で
‘あ
る
0 

、

,

.

.

 

.ノ

‘

.:有
に
述
べ
た
や
ぅ
^
、
.東
瓯
薪
琐
序
0
確
立
.

|
途
と
す
る
長
期
建
設
過
程
％

戰
時
經
濟
態
#'
の
相
續
を
必
要
と
し
、
從
つ
て
經 

濟
銃
询
..の
不
可
避
で
あ
•る
こ
と
、
或
は
上
の
强
化
さ
へ
も
餘
儀
な
い
こ
と
は
、
廣
く
認
識
さ
，れ
つ
グ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
併
し
な
が 

ら
、
戰
闘
的
戰
時
經
濟
の
時
期
、
殊
'に
南
嘉
落
後
の
事
讓
大
過
程
に
於
い
て
急
遽
態
勢
基
へ
を
れ
.た
經
濟
統
制
の
摩
擦
に
直
面 

し
て
、
建
設
過
程
に
於
い
て
は
斯
咖
る
言
僚
的
*
抑
廊
的
統
制
は
、
も
’つ
と
明
划
な
る
震
的
統
制
に
誓
換
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
こ
と
が
.
到
‘る
處
に
於
い
て
强
調
せ
ら
れ
■て
ゐ
る
。
疋
に
そ
ひ
‘通
り
と
宏
ふ
べ
き
で
ぁ
っ
て
、
假
令
年
時
經
濟
の
戰
寺
經
腐
へ
の
序

た
め
に
.は
饔
と
抑
_

と
は
避
け
得
.ら
れ
众
い
l

の
で
あ
つ
た
と
a

言
へ
、

.

そ
れ
は
全
く
a

急
的
措
©

に
過％

ず
"
そ
の
效
果
は
既
、に 

馮
界
に
到
_
し
て
ゐ
る
ど
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
若
し
從
來
の
遺
れ
方
を
そ
の
ま
ま
繼
續
す
る
な
ら
.ば
、
徒
ら
に
國
民
經
濟
の
速
行
を

. 

-
，

_
、
■
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■ 
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.
圓

-
 

.

.

.

.

.
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.
 

V
.
:

-妨
げ
る
に
過
ぎ
ぬ
-̂
の
も
勘
く
な
い
で
あ
ら
ヶ
-9
:■

' 

.
卜
/ 

r 

. 

..............
•*
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•..................................................... 
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• 

,
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こ
.の
事
は
、
經
濟
統
制
を
長
期
體
制
化
す
る
こ
と
の
.必
要
を
示
す
も
の
‘す
あ
る
贫
#.
じ
‘之
を
以
て
統
制
の
緩
和
と
の
み
理
解
し
、 

若
し
く
は
そ
れ
を
期
待
す
る
も
の
が
あ
^
な
ら
ば
、
そ
れ
は
全
く
誤
り
.̂
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
^
ぅ

.<
>
否
、
寧
る
事
態
は
縱
鄉
0 

强
化
t
指
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
統
制
は
必
ず
抑
制
的
半
面
..を
有
し
て
ゐ
I
の
で
あ
つ
て
、.
そ
の
長
期
體
制
化
は
組
織
と
ft
方
に 

於
け
る
變
化
を
指
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
抑
制
.と
い
ふ
點
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
比
益
々
擴
大
さ
る
べ
き
筋
合
ひ
に
在
る
の
•で
あ
る
。
• 

で
は
可
ぶ
さ
ぅ
で
あ
る
か
•と
.い
ふ
に
、
ぞ
れ
は
i

ン
.フ

レ

* .

ンQ

重
挪
か
ら
も
當
然
來
S
もQ

と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

前
に
.も

■
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.述
べ
.た
如
く
‘
建
說
的
戰
時
經
濟
锻|

年
に
於
げ
る
物
资
の
供
給
は
强
い
.制
限
を
受
げ
る
に
も
枸
ら
ず
、
需
要
は
相
當
の
僧
汰
を
尕
す 

ぐ
く
、.
需
給
關
係
は
窮
屈
さ
を
加
へ
.る
で
あ
ら
ぅ
こ
と
が
明
か
に
豫
想
さ
れ
て
ゐ
‘る
。
而
も
政
府
財
政
の
膨
眼
は
旣
に
明
示
せ
ら
れ
、 

政
府
の
消
費
す
る
第
一
次
購
買
力
は
*
市
場
に
於
い
て
第
ニ
、
，第

三

次

の

購

買

カ

と

し

て

活

働

す

べ

く

.-
>
通
貨
の
增
大
は
之
を
豫
想
し 

て
か
か
ら
ね
ば
.な
ら
.ぬ
情
勢
に
在
る
-0
.、
- 

の
み
な
ら
ず
、
尙
ほ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
，主
要
食
料
品
等
を
.除
く
一
般
消
®

^
の
供
給
が
、

そ
の

增

加
^-
あ
ま
り
期
待
出
來
な
い

. 
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こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
そ
^
に
對
す
る
購
買
力
は
强
め
れ
る
ら
趨
勢
に
■

在
る
の
で
あ
つ
.

て
、
办

く

て

.ィ

ン

フ

レ

ー
シ*

ン
の
m
點
が
通 

貨
側
面
並
^

生
產
財
側
面
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
消
费
財
側
面
に
對
し
て
'

も
愈
々
加
へ
ら
れ
A

こ

と

他

、
.
ィ

ン

フ

レ

ー
.シ*

ン
の
魍 

我
が
國
鹡
時
金
撤
の
現
段
階
？
紫
千
の
湘
題 

-

\
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年 月 卸 賢 小 賣

12.6 100.0 100.0

9 100.1 103.6

12 101.2 106.4
, 13‘3 105.5 • 112.4

6 106.7 114.9

9 105.7 119.2

12 107.0 123.6

14.1 108.6 123.2

2 109.6 125.0

.
旣
■に

.ィ
シ
フ
レ
_
1シ
，*
ン
重
點
の
所
往
の
推
移
に
.ょ
っ
て
示
さ
れ
る
通
'り
、
そ
の
現
象
塑
態
の

一

た
ん
物
價
問
題
も
、
そ
の
段
階
の 

ii
展
に
從
っ
て
*
漸
次
深
刻
さ
を
加
へ
る
に
至
っ
.た
o.

•
.
.今
、
支
那
S

勃
S

降
に
於
け
る
推
移Q

概

略

墓

げ

.る
と
、
我
S

Q
物

價

は

纛

Q

半
ヶ
年
間
に
於
い
て
は
着
し
い
變
動
な 

く
終
始
し
た
。
然
る
に
昭
和
十
三
年
に
入
る
や
、
物

思

騰

/#
は
全
面
的
に
現
は
れ
、
こ
れ
が
對
策
は
緊
ぼ
を
要
す
る
も
の
と
な
っ
た
o
.

I

，
そ
こ
で
四
甩
下
旬
に
は
中
央>
地
方
の
物
«

委
員
會
が
設
置
せ
ら
れ、
0

 

へ
公
定
價
格
度
、
參

' &
視
制
#

物
資
酚
給
_

制
等0 :
'
'諸

雪

講

#
 

ハ
.ら

れ

た
,€
>

ぺ
物
嘯
必
::
«
,%
^
秋
ロ̂

汶
は
#

制
隹
1

扣
だ
形
と
_

つ
.だ
0
:
' 

。
泛

尤

も

亦

賣

_

懷
は
依
親
騰
勢
を
續.呔
だ
れ
^

^.
、
、
：
览

に

狗

_

寶
^

^
は
九
：，
 

ハ：

.月
頃
か
を
騰
勢
を
漱
止̂

ぺ

小

賣

物

慎

ば

：
そ

0 .
騰

敎

を

弱

め

た

办

.

t

#;

'
'
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:價
問
題
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勝

落
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と

息

が

、
.

■

が

產

Q

陷

落

美

f

し
5

期
S

Q

過
程
に
入
る
や
、±

1.

一
年
I

か
ら
S

物

揺

題

i

頭
し
、
卜

.

.我
が
國
皲
哧
金
融
の
現
段
階W

若
干
の
肘
題 

.

夫
二 

C
F

八
1
.C/ 

力
が
一
段
と
頑
强
に
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
o

^

物
價
問
題
西
燃
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
雄
•
ン
の
發
展
性
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せ
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徵
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性
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陴
年
一r

三
月
■

に
は
喧
し
い
問
題
‘と

な
り
、
.物
債
對
策
は
苒
出
發
す
る
こ
と
と
な
つ
た
• 

，

.

而
も
こ
の
.
十
四
年
初
春
か
ら
洱
燃
し
た
物
價
問
題
は
、
單
に
物
價
指
數
が
上
昇
を
示
し
允
と
い
ふ
と
と
だ
け
の
爲
め
で
は
な
い
。
そ 

れ
以
上
に
、
間
^

#

が
夥
し
く
現
は
れ
て
來
た
と
い
ふ
と
と
の
‘

爲
め
で
あ
る
。
，
公
定
價
格
は
.

あ
つ
そ
も
、.
間
耿
引
が
盛
ん
に
行
'

は

れ

、
、 

文
公
矩
價
格
の
な
い
物
資
の
價
格
は
相
當
の
騰
貴
を
汞
す
や
ぅ
に
な
っ
た
か
ら
，
あ
づ
で
、
從
っ
；て
實
際
の
物
價
は
•
物
價
指
數
の
示 

ず
以
上
に
騰
貴
し
た
，わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
惡
胜
ィ
ン
フ

レ
ー
シ
プ
ン
.

を
示
す
も
0,

で
は
な
い
か
'

と
い
ふ
_

論
が
起
.

っ
1

來
、 

.

議
會
で
も
質
疑
應
答
が
重
ね
ら
れ
た
-

の
で
あ
る
。 

V

 

!

彼
れ
是
れ
し
て
ゐ
る
間
に
、
問
題
を
猶
ほ
紛
紳
せ
し
め
た
も
の
は
、
所
謂
_
肅
價
格
の
盛
行
で
あ
る
。
r
月
中
旬
か
ら
、
取
京
、
.商

自
肅
價
格
の
制
定
は
、
洋

服

*
雜
貨
、
'絹
織
物
*
皮
革
製
品
等
に
波
及
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
^'
こ
の
孤
は
徵
.々

の
意
味
.で
問
勝 

を
提
起
し
た
。
即
ち
、
第

1
.

に
、
自
肅
價
格
を
發
表
し
た
と
い
ふ
こ
と
自
體
が
、
價
格
が
恐
惑
敗
に
騰
貴
し
過
ぎ
た
こ
と
を
乐
し
た
も 

,
Q

で
あ
り
、
自
肅
價
格
は
政
府
の
對
策
强
行
に
先
手
を
打
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

-

‘
、

第
ブ1

に
、
發
表
さ
れ
た
自
肅
價
格
が
猶
ほ
公
宠
價
格
.ょ
り
も
割
高
で
さ
へ
•も
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
-で
あ
る
。
自
肅
價
栳
は
市
價
ょ
!)
- 

i
幾
割
か
引
下
げ
ら
れ
た
も
.の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
公
定
價
格
5:
.上
廻
っ
'
.て
ゐ
龙
と
い
.ふ
こ
と
は
、
.そ
れ
ま
で
如
何
に
fi
l
l取
引
が 

行
は
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
お
る
。
そ
れ
4
同
時
に
、
公
觉
價
格
の
存
し
な
い
も
の
に
就
い
て
は
、
典
'の
價
格
'が
思
惑
的
に
著
騰
し
，て 

ゐ
た
こ
と
を
勿
論
汞
し
て
ゐ
..る
。 

,

■

\

.

、

’

我
が
®
戰
時
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融
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パ
第 1

1
.

一
と
しH

は
.
V 

,斯
ぐ
の
.如̂
-
'

自
肅
價
格
凌
そ
の
.̂-

ま

容

認

す

る

、
と

、

公

t

憤

格

制

度

が

有

名

無

^
;
の

も

の

に

な

る

と

い

ふ

問
^

が
 

起
づ
だ
。
勿
論
^

の
場
合
東
-

は
、‘
物
價
«

^

<

王

體

が

崩

壞
^

る̂

險
を
含
ん
，^

ゐ
る
0

'

故
に
商
エ
當
局
が
、
■公
免
價
格
强
行
わ
方
针
で 

臨
ん
だ
'

の
は
、
藍
し
當
然
の
次
绡
だ
つ
た
の
で
あ
を
。

•
. 

.

で
は
、
斯
樣
に
.

間
相
場
が
多
く
の
.
齒
品
：
^

つ
い
で
現
ば
れ
た
.の
.故
激
性
ィ
ン
-フ
'レ
1
'シ
>

ン
：で
，あ
る
か
ど
う
れ
？ 

'

ー
體
惑
性
‘
す
ン 

フ
レ
ー
'シ
a

ン
と
い
ふ
と
，
、

直

ち

に

ゃ

ィ

グ

大

戰

後

の

ィ

シ

フ
.一
レー
シ
艿
ン
七
如
き
が
想
起
さ
れ
る
が
、
さ
う
い
ふ

意

味

'
に盼
い
て 

は
そ
れ
は
勿
論
我
ヵ
國
現
在
の
問
題
で
>は
な
い

-'
°

又
そ
れ
-̂

對
す
る
對
«-

も
植
々
あ
'

る
と
思
ふ
0

併
し
V

右
に
述
ン
へ
た
如
き
靡
に

’ 

よ
，つ
で
ィ
ン
フ
’レ
ー
シ

;»
’ン
的
觀
勢
に
在
るU

と
は
否
定
出
來
な
い
6

で
あ
つ

、̂
-孰
れ
の
戰
耶
に
於
い
て

.̂
*
そ
れ
は
免
れ
難
い

p 

丨
で
.お
る
が
、
兎
に
沟
歌
が
國
目
前
の
長
期
建
說
遂
行
の
食
め
に
ば
、
，ィ

ン

，
フ

レ

ー

シ

-»
ン
’
的

趨

勢

は
敞
對
に
抑
止
し
て
行
か
ね
ば
な
ら

ハ
ぬ
の
：で
あ
る
0!
„ 

-
ノ 

. 

\

 

.

-

:

、
：

-
, 

-

，と

こ

ろ

で
"

押
燃
免
る
^

^

の
騰
勢
に
.

關
し
て
、
そ
れ
が
艰
し
て
1

ン
フ
レ
一
シ
*

ン
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
論
犠
も
提
起
a：
ら 

れ
た
o
.
.即
ち
：.
如
何
な
み
物
價
騰
貴
が
ィ
，

\

ク
レ
ー
，シ
日
シ
.

で
あ
：る
が
に
就
.̂

で
.

の
議
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
..あ
ら
ゆ
る
标
賣
騰
貴 

を
•

ィ
y

フ
レ
ー
シ

*

ン
と
觀
る
極
端
な
說
は
桫
い
.

や
う
で
、
大
®

は
小
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ト
た
る
物
®

騰
貴
と
、
取
な
る
；

海
®
とを 

區
別
す
る
に
傾
い
'

て
、ゐ̂

と
言
へ
.

上
う
。
こ
の
點
に
關
す
る
私
見
も
.

同
様
で
あ
つ
て
'
 

.あ
ら
ゆ
を
物
價
騰
貴
を
ィ
ン
フ
レJ

V
B

ン
•と 

い
ふ
，.こ
，
と

は

勿

論

出

來

，な

い

と

思

ふ

。

.
.
.

 

I 

.
 

■ 

, 

V
'

 

ノ 

: .

然
る
に
現
象
.

に
瑰
は
.

れ
た
所
で
.
は
、
イ
ン

■フ
.

y

l.

シ
«

ン.
た
る
物
慎
騰
貴
も
？•
さ
う
で
な
い
•

物
價
騰
貴
も
、
そ
の
事
柄
ぶ
於
へ
て
>
し

も
變
り
が
愈
い
。
例
へ
ば
，世
墀
大
戰
後
の
獨
佛
イ
ン
•フ
レ
ー
シ*

ン
時
代
に
於
け
る
物
價
騰
貴
も
•大
戰
當
時
の
我
が
國
物
價
騰
貴
も
、 

或
は
現
下
の
我
が
物
價
騰
貴
も
、
現
溆
的
に
は
相
違
は
な
い
ノ 

‘

爸
れ
で
は
、
イ
ン
フ
レ
.

1

シ
*
ン
た
る
物
價
騰
貴
と
、
然
ら
ざ
る
そ
れ
と
は
、
何
を
以
て
區
別
す
べ
き
で
あ
る
か
？

こ
の
點
に
就 

い
て
も
種
々
說
が
あ
ら
う
が
、

そ
の
•
一

 

つ
と
し
て
、
爲
替
相
場
が
藜
落
し
で
，ゐ
ぢ
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
を
以
て
、
そ
の
區
別
の
檩
準 

と
詉
め
ょ
う
と
す
る
說
が
あ
る
，。
例
へ
ば
、
大
戰
當
時
.の
我
が
國
物
價
騰
货
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ®

ン
で
な
く
、
大g

後

の

！
！
佛
物
價
騰 

貴
が
イ
ゾ
フ
レ
ー
シ®

ン
で
あ
つ
-た
の
は
、
前
者
に
於
い
て
爲
辕
相
場
が
寧
ろ
强
調
を
示
し
た
に
對
し
て
、
後
者
に
於
い
て
、
そ
れ
が 

暴
落
し
た
と
い
ふ
こ
と
以
外
に
は
、
'撼
別
す
べ
き
條
件
は
見
當
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
么
。

，
、
 

/ 
, 

こ
の
說
に
も
或
る
傾
聽
す
べ
き
點
が
，含
吏
れ
て
ゐ
る
こ
.と
は
、次
忆
述
べ
る
所
か
ら
明
か
に
な
る
と
思
ふ
。
が
併
し
私
の
紫
へ
で
は
、 

そ
れ
を
、區
別
の
唯
-一，
の
標
準
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
と
思
ふ
。
寧
ろ
、
そ
の
胸
價
騰
貴
が
何
處
か
ら
來
つ
て
ゐ
る
か
" 

そ
の
根
本
の
.原
因
ゆ
之
を
求
.む
.べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
換
言
す
れ
ば
、、
物
價
騰
貴
の
質
的
差
異
に
重
點
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ

 ̂

の
で
あ
る
.0

1

體
、
通
俗
的
に
は
"
イ
ン
フ
レ
I
.シ
^
ン
を
單
に
物
價
騰
貴
の
袱
態
と
解
す
る
が
故
に
、
か
か
A
區
別
の
镇
準
が
混
迷
に
陷
つ
て

了
ふ
.

の
で
あ
る
。
浩
し
イ
ン
フ
レ
，丨
シ
•

ン
を
人
爲
的
購
貿
力
の
造
出
に
伴
ふ
物
價
^

貴
と
解
す
れ
ば
、
當
然
初
め
か
ら
、
イ
ン
フ
レ

.
-
•
•
.
-
.
• 

•■-
•
►
•

■
■ 

• 

-
•■

■-
•
 

•
 

■...
 

- 

. 

*
.
/ 

. 

.

.

1

シ*
?

ン
た
る
物
價
騰
貴
と
然
ら
ざ
る
そ
れ
と
は
、
區
別
さ
れ
て
ゐ
る
赞
で
あ
る
？ 
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‘

そ
と
で
、
濁
佛
戰
後
の
物
僙
騰
贵
.
の
如
く
、
*

買
力
の
人
爲
附
造
出
に
伴
つ
た
も
の
.

は
、
當
然
イ
ン
フ
レ
ー
シ
肖
シ
を
龙
し
た
も
の 

我
が
國
软
時
金
檄
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現
段
敗
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で
あ
り
、.
我
が
國
大
戰
時
の
物
廣
騰
貴
の
如
ぐ
に
"

國
內
叉
は
外
國
.
に
.

於
け
る
物
資
需
要
を
起
點
と
し
た
.
も
の
は
、
•

インフレシ

*

ン
た
る
物
價
騰
貴
で
は
■
な
い
と
言
へ
る
。
た
だ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
*

ン
た
る
物
價
騰
貴
の
過
.

程
に
も
*
入
爲
的
購
買
力
の
造
出
に
ょ
ら
ぬ

.
■

-. 

■
*
 

■ 

• 

.

.

.

.

. 

. 

. 

■ 

•
-
.

物
價
騰
貴
が
含
ま
れ
る
べ
く
、
逆
に
、
イ
ン
，フ
レ̂

シ
ヰ
ン
な
ら
ぬ
物
價
騰
貴
の
場
合
に
も
、

' 

そ
の
上
昇
の
過
程
に
於
い
て
は
イ
ン
フ

..'
 

'
•;
-,
.

〔 

：• 

'
-

■:
■.,,
.、、;■
•
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;
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■
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V
'
:
.
.
.
.
' 

. 

' 

.

.

.

.

.
• 

.

.

.

I'
*'.

レ
ー
シ
H

ン
的
要
素
.
が
隨
伴
す
る
こ
と
は
實
際
に
み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
或
る
物
價
騰
貴
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ*

ン
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
を
釀
成
し
た
要
因
に
據
り
、
そ
の
性
質
を
，吵
味 

し
な
け
れ
ば
な
^

ぬ
の
で
あ
る
。
斯
樣
広
論
ず
れ
ば
、’
現
下
の
物
慣
上
昇
が
如
何
な
る
牲
質
の
も
の
で
あ
る
、か
は
、：
自
ら
理
解
せ
ら
；
4

る
で
あ
ら
う
と
,Si
ふ
。

、. 
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イシフレ甘ンと爲替相場

;̂
:

篇

^
る
レ
ホ

こ
と
が
相
來
る
。
而
し
て
從
來
爲
替
相
場
の
藜
落
は
'

"

イ

S
-

フ
p

シ
*

ン
の
重
要
な
メ
ル
ク
マ
！
ル
で
あ
つ
た
？
こ
の
事
は
、
國
際 

的
自
^

M

齊
時
代
に
は
、
'
確
か
•に
そ
の
通
り
で
あ
つ
た
と
言

-
p.

て
.
ょ
い
。

’

，

.

•

,

•

 

•

.

 

‘ 

然
ら
ば
今
日
の
如
く
、.
對
外
經
濟
關
係
が
銃
制
せ
ら
れ
、
爲
替
相
場
が
維
持
’

さ
れ
て
ゐ
る
墩
合
に
は
、
イ
ン
フ
レ
I

シ
ー
ン
は
ど
う 

な
る
か
と
.

：

i

•

ふ
問
遛
が
起
る
。
こ
の
問
題
，に
關
し
、’

ー
說
で
は
、
爲
.
替
相
場
が
鹿
落
し
な
け
れ
.

ば
イ
ン
フ
レ
.

1

シ
ョ
ン
は
起
ら
な
い
の 

で
あ
づ
て
、
イ
ン
フ
レ
.

丨
シ
4

、ン
に
は
爲
智
相
場
の
低
落
が
必
须
の
條
仲
で
あ
る
と
言
ふ
。
梁
し
て
さ
う
で
あ
る
か
？
•
葙
し
そ
れ
が
安 

當
す
る
な
ら
ば
、〈

極
端
に
言
べ
ば)

爲
替
堅
持
を
持
續
ず
れ
ば
イ
ン
プ
レ
1

シ
9

ン
は
防
退
さ
れ
得
‘
る
わ
け
で
あ
るo

'

私
見
を
以
.て
す
れ
ば
、
假
令
爲
替
相
場
の
低
落
は
驵
血
さ
：れ
て
ゐ
.て
も
、
イ
ン
フ
レ
ーシ

-
v

ン
は
發M

P
可
能
：性
を
も
っ
と
考
人
る
。 

國
內
に
於
い
て
、—

ン
プ
レ
ー
シ
»
ン
の
素
因
が
存
續
し
、
且
っ
そ
れ
に
對
す
る
對
策
が
十
分
で
な
'
5な

ち

ば

、
,
@
令
爲
潜
堅
持
の
下 

に
於
い
て
も
、
イ
ン
フ
レ
丨
シ®

ン
は
發
展
し
得
る
と
言
は
ね
，ば
な
ら
ぬ

。

■ 

•

■
一
併
しI

ら
■

替
|

の
_

尽

^̂

.
に
陷
る
虞
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
爲
.め
に
德
:#
が
低
解
を
始
ー
め
を
な
と
に
：な
る

と

、

イ

ジ

フ

y
i
.シ
_
ン
は
ょ
り
進
般 

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
爲
替
の
低
落
.は
、
イ
ン
フ
レ
卞
^
'»
シ
を
掘
谁
せ
し
め
"る
役
割
を
も
っ
の
：で
あ

.る
4
、 

大
戰
後
の

ョ

ー

口
.，
パ

•イ
ン

フ

レ

！

ン
日
ン
に
於
い
て
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
、v

_
ン
が
爲
替
め
^

^

れ
故
に
こ
そ
、
.前
项
所
述
の
通
り
、
之
を
以
.て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
”
ン
.の
指
標
と
す
：ろ

暴̂
親
は
れ
る
の
^
あ
る
が
”
こ
れ
は
右
述 

:の
'.

意
味
に
理
解
す
べ
き
で
あ
，る
と
漪
へ
る
。 

.

,
以
上
.

の
如
く
考
へ
る
と
、
現
在
爲
替
堅
持
の
持
續
は
出
來
る
と
思
ふ
が
ド
併
し
問
題
ほ
^
^
の
堅
持
わ
下
に
於
け
る
輸
八
カ
を
以
て

' 

:

■
 

- 

. 

,
:'
!
'■-
. 

.1- 

. 

: 

.
-
. 

. 

:

■

'.
.
'■
•. 

,

し
.て
、
：輸

：入

物

資

の

俳

給

が

足

0;
'
る
か
ど
ぅ
か
に
懸
0-
セ
存
す
る
0
.で

あ

：
る::
'0

そ

ぬ

供

給

カ

が

國

杓

需

要

杧

:
:ノ 

. 

：.

:

■ 

'

. 

:
:'
'
'
.
•
-
.
■
■>
. 

.
ぺ
'
• ■

..
、

-

:

-

:夫
爲
替
は
維
持
出
來
て
も
國
.內
イ
ン
フ
レ
丨
シ
.日
.ン
詹
め
、t

實
質
的
に
_

渠
な
く
な
1

1

1

。
“

.一
：
即

ち

栽

で

.は
，イ
ン
フ
レ
防
退
策
と
し
て
爲
替
堅
持
を
續
け
な

•̂
れ
ば
な
-

ぬ̂
が
ク
而
も
猶
^
國
內
^
於
け
る
對
策
め
不
可
缺
で
あ
る 

こ
と
が
明
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
.

:
へ.
'
,
C

S:,
:
-論

活

必

蕾

品

ゼ

木
^

.

^

•:々
：：：：.：

：)

土

'
我
於
_
戰

時

命

闕

：
の
瑰
段
_

<

若

中

0
:
間

題'.
'
';̂
^

へ
，
'

“ 

V:.
-
六
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：
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我
が
_

硪
時
•

命
融
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現
段
階
ミ
带
干
玖
肫
題
；
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、

:
 

六

八

C

四
九
四
：> 

• 

イ
ン
ラ
レ
.

.
1
‘

シ
^

ン
は
如
.
何
な
る
發
展
過
程
1

と
る
か
ぶ
い
ム
こ
と
も
、ま
た
提
出
_さ
れ
た
一
つ
の
問
題
.

で
あ
る
。旗
々
聞
く
說
で
あ 

る
が
、食
料
品
が
不
足
で
、-
そ
の
價
格
の
黎
騰
を
來
た
せ
-^

、
イ
ン
フ
レ
ー
シ®

ン
は1

般
的
に
な
り
得
る
け
れ
ど
も
、
さ
う
で
な
け
れ
ば 

(

例
へ
.ば
繊
維
品
な
ど
が
騰
貴
し
て
も)

、
イ
‘

ン
フ
レ
ー
シ
*

,

ン
は
發
M

し
铒
な
い
で
は
な
い
如
ざ
言
ふ
の
で
あ
る
0

若
し
そ
れ
が
祀
し
い 

•と
す
れ
ば
"

我
が
國
<D

如
く
食
糧
品
の
大
體
自
給
力
あ
る
國
-

で
は
、
イ
シ
フ
レ
ー
シ
»

ン
は
そ
れ
程
懸
念
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。 

と
の
問
題
，に
關
し
、
私
は
食
11

品

の

，不

足

せ

.

る

場

合

に

は
.
イ
ン
フ
レ
ー
シ
U

ン
が
進
展
力
.

を
も
つ
こ
と
に
は
異
論
を
揷
ま
な
い
が
•
 

併
し
食
糧
品
以
外
‘の
物
資
の
價
格
が
# .
騰
を
來
た
す
場
合
に
.

も
、
イ
‘ン
.
フ
レ
ー
シ

aン
は
波
及
力
を
も
つ
と
考
へ
る
者
で
あ
る
。

.

■

■波
及
力
が
な
い
.、
又
は
弱
‘い
士
觀
る
說
に
ょ
る
と
、
繊
維
品
の
如
く
に
生
活
必
要
品
で
な
い
若
し
く
は
斯
か
る
饨
質
の
渖
い
物
资
に 

於
い
て
は
、
價
楮
が
騰
貴
す
れ
ば(

無
く
て
も
濟
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら)

、
自
然
需
要
が
抑
制
せ
ら
れ
る
、
從
つ
て
_
給
の
均
衡
;̂ 

得
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
？

，
 

' 

- 

併
し
乍
ら
"
購
貿
力
が
不
動
で
あ
る
な
ら
さ
う
言
へ
ぬ
こ
と
も
な
如
ら
う
が
、
一
方
で
は
、
引
續
き
腺
買
力
の
撒
布
が
行
は
れ
る
以 

上
、
或
る
^

;
か
ら
は
そ
の
價
格
騰
貴
で
需
要
が
追
放
さ
れ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
•、斯
く
し
て
追
放
さ
れ
る
購
貿
力
は
他
の
物
資
に
向 

ふ
こ
と
に
な
り
、
當
該
物
資
の
供
給
力
に
餘
カ
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
價
格
を
引
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
.の
で
あ
る
，
又
先
き
に
價
格
騰
貴 

を
來
た
し
た
物
資
の
供
給
關
係
者
の
取
得
す
る
購
買
力
讨
增
大
し
、
そ
れ
が
孰
れ
か
0
物
資
に
向
け
ら
れ
る
0
で

あ

る

。
.
；
：
だ

か

ら

假

令

.:-.. 

-
•

■•
.
-
'
:
.
' 

' 

.

.

’ 

.

. 

... 

.- 

.
•
.
.
.
, 

.•....... 

.. 

--.、

••
.'
.-... 

‘
'
.
.

•*
-•'
: 

.

.

.
: 

V

」

.

..;

. 

'
.
. 

‘ 

.. 

.

, 

' 

, 

.. 

. 

.

. 

• 

. 

■

食
糧
品
が
豊
富
で
あ
る
か
ら
と
言
つ
て
も
、
イ
-ン
フ
レ
ー
シ

IB
ン
の
，前
途
に
徒
ら
な
樂
觀
の
み
を
下
し
、
以
て
適
切
な
對
策
を
缺
い
.て 

は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。 

,

大
戰
後
3.
ト
'»
!/
■
•八
*»
,
イ
ン
ブ
-K
1

シ
，
ン
に
於
い
て
も
、-
.繊
維
品
の
如
き
は
食
糧
品
よ
り
も
大
體
髙
き
價
格
指
數
を
示
し
た
。
ま
，
 

た
、
輸
入
品
は
國
內
品
よ
り
も
高
位
の
指
數
を
承
し
た
の
で
あ
る
。
‘
ー

/ 

' 

,

今
假
り
に
右
に
主
張
さ
れ
る
が
如
き
.
所
說
を

I

股
的
に
.

押
し
溯
め
る
な
ら
ば
、
生
活
必
需
品
.Q

價
栳
は
何
處
ま
で
も
抑
制
せ
ね
ば
な 

ら
ぬ
が
、
贅
澤
品
の
債
格
は
放
任
し
て
よ
い
と
い
ふ
こ
と
‘

に
な
る
。

' 

何
と
，な
，れ
•
ば
、
偵
^

が
’

騰
貴
す
れ
ば
需
要
.

が
抑
制
さ
れ
る
？.
.と
に 

.

な
妙
、
自
然
に
需
給
の
均
衡
が
得
ら
れ
る
窖
だ
扒
ら
：で
あ
る
o
.斯
う
し
た
考
へ
方
は
可
な
.
り
廣
く
流
布
し
て
ゐ
が
や
う
で
あ
る
。

併
し
そ
の
鸾
へ
方
は
、
實
際
上
.で
枕
、

之

を

賞

く

こ
と
が
非
常
に
闲
難
で
あ
る
。
何

故

か
と
い
ふ
に
、
、
若

し

商

品

の
種
類
が
極
め
.て 

*

單
純
で
あ
认
、
•而
も
そ
れ
が
坐
活
必
需
品
と
贅
澤
品
と
に
，判
然
と
分
れ
て
ゐ
る
な
ち
ば
*
右
の
如
き
考
へ
方
を
徹
底
さ
せ
る
こ
.と
が
出 

-來
る
で
あ
ら
う
が
、
•言
ふ
ま
で
も
な
く
、
吾
々
の
生
活
に
使
对
す
る
物
資
は
種
々
雜
多
で
あ
づ
て
"
架
活
必
需
n

r
贅
澤
口r

中
間
品 

.の
區
別
の
如
き
は
極
く
大
體
な
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
物
資
の
中
に
は
"

一
見
贅
澤
品
の
如
き
も
の
で
あ
つ
て
も
" 

•そ
の
實
國
民
の
日
常
使
用
.品
士
な
つ
て
ゐ
.る

と

，
い

ふ

も

の

も

尠

く

な

.い
の
で
あ
'る
。
だ
か
ら
斯
か
る
種
類
の
商
品
の
値
上
り
を
許
す
と 

い
ふ
こ
•と
に
な
る
と
、
必
然
他
の
詡
商
品
の
價
格
騰
貴
を
招
來
し
、
全
般
に
波
及
す
各
處
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

,1

體
V
右
の
如
き
考
へ
方
は
、.
有
り
.と
.あ
ら
ゆ
る
商
品
.の
價
格
を
人
爲
的
に
，抑
へ
る
こ

i

は
不
可
能
で
急
る
か
，ら
、
先

.づ
坐
活
必
需 

品
の
生
要
な
も
の
に
就
い
て
の
み
對
策
を
講
ず
る
に
止
め
、
そ
.の
他
は
6
由
に
放
住
す
る
の
外
は
な
い
、
：と
‘い
，ふ
根
本
觀
念
に
菡
い
‘て 

ゐ
る
。.
因
よ
り
萬
般
，の
商
品
に
就
い
.て
，公
.定
價
格
を
設
定
す
る
が
如
き
は
不
可
能
で
あ
る
•こ
'と
明
か
で
あ
る
が
、
併
し
さ
れ
，ば
と
言
つ 

て
-.、
そ
れ
等
の
價
麓
貴
を
放
置
す
ん
こ
'と
は
、
前
.に
述
べ
た
理
凼
か
ら
、
_
到
底
贊
成
す
名
こ
'と
湫
出
來
な
.い
の
.で
あ
る0 

'

我
が
國
瞵
時
金
融
の
現
段
階
き
若
千
0.問
題 

六

九
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我
がM

戦
時
•金
融
の
現
■段
喈W

若

，干
の
，

P9
題

，
 

' 

■ 

• 

.
七
0

(

玛
九
六

)

.

.又
^
し
極
く
一 
部
分
.

の
.

商
品
だ
け
杧
.

公
究
慣
格
制
度
を
諛
け
セ
：そ
.

の
騰
貴
を
抑
制
し
、
他

0
、

大
部
分
を
自
巾
に
.

放
任
す
る
な
ら
ば
、

、
原
料
品
は

自

由

尚

鉑

の

方

に

流

れ

、
，
銃
制
商
品
の
方
へ

^

供
給
さ
れ
ぬ
處
れ
が
あ
る
。
例
へ
ば
、，絹
織
物
に
就
い
て
も
，
低
級
品
を
安 

倩
に
公
觉
し
、
高
級
^

の
値
上
.り
-̂
放
置
す
る
と
、
絹
絲
は
主
七
し
て
高
級
品
の
坐
產
に
_
し
て
-の
‘み
供
給
せ
ら
れ
、
却
つP

 

二般
國 

段
.の
必
要
と
す
る
低
級
品
の
坐
產
が
減
少
す
る
傾
向
を
來
た
す
で
あ
ら
う
o
’故
‘に
斯
か
る
場
合
に
は
"
.
高
級
品
に
對
す
る
原
料
品
の
供 

給
を
割
當
に
し
i
そ
.の
數
量
の
制
限
を
懷
.め
確
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
.あ
る
。
併
し
ー
斯
樣
に
し
で
も
猶
ほ
、
國
災
購
質
力
の 

.
流
れ
ル
、
•之
を
抑
へ
る
こ
と
.が
出
來
な
い
の
で
あ
る
.A 

■ 

•

V

 

• 

~ 

: 

V

; 

/

/
 

- < .
•■

六
通
貨
の
金
融
的
流
通
と
政
府
前
掃
制
度 

• 

‘ 

■ 

■

; 

-
*
 

-.-.
 

‘ 

.

.

.

. 

- 

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

/ 

.

.

. 

' 

■ 

. 

.

.

.

. 

.

. 

:•
•

.

.

.

.

.

-

,以
上
の
如
く
論
じ
て
來
る
と
、•
今
後
の
物
價
對
策
の
輪
廓
が
自
ら
與
へ
ら
れ
る
で
あ
.

ら
う
1

即
ち
そ
れ
は
.企
體
と
し
て
の
低
物
價
政 

策
で
，な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、•
.併
し
低
物
價
政
策
を
採
る
.

に
際
し
.

て
は
-

(

一)

聞
相
場
の
出
現
に
對
す
る
適
切
な
斷
饿
、ふ
1

0
 

特
に
佻
給
の
不
足
す
る
消
费
財
に
對
す
る
直
接
配
給
制
の
採
用
-
，(

三)

做
物
憤
政
策
の
た
め
に
招
來
さ
れ
る
供
給
減
少
に
對
す
る
防
止 

策
等
が
識
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.

ぬ
。
-M

も
一
般
的
に
は
、
胗
資
對
策
と
資
金
對
策
と
5:
.

均
衡
せ
し
め
る
こ
と
が
稂
幹
で
あ
つ
て
、
即 

ち
そ
れ
が
た
め
に
は
、
诵
貨
の
產
業
的
流
■

通
を
適
當
に
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
私
も
從
來
屢
々
，.主
張
し
來

ご

.

.

.

… 

.... 

- 

. 
• 

' 

-
•
-
• , 

• 

• 

--

つ‘
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
.最
近
斯
扒
る
調
盤
手
段
の
ー
づ
と
し
て
は
、
政
府
の
前
拂
制
度
を
中
止
す
べ
し
と
い
ふ
說
が
唱
へ
ら
れ
て
ゐ 

る
や
う
で
あ
る
。
そ
の
要
旨
を
摘
記
す
る
と
、 

• 

• • 
\

• 

' 

' 

• 

•
-

'1
 

. 

.......'• 

.
 

- 

' 

•.

「

最
近
の
物
價
騰
貴
が
:'

假
令
通
免
側
か
ら
惹
起
さ
れ
た
-%

の
で
は
な
い
と
'1
,

て
も
、
.'
-

今
後
通
貨
侧
^
ら
も
物
價
抑
制
策
を
謙
ず
る

.必
要
の
あ
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
、
政
府
の
前
拂
が
多
額
に
上
ぼ
る
と
き
は
不
ー
必
要
把
通
貨
膨
脹
を
招
來
し
、.惹
 ̂

.

物
價
騰
貴
，を
刺
戟
す
.る
惧
れ
も
少
な
く
な
い
...
の
で
あ
る
が
.ら

>
/
金
融
部
面
；に
於
げ
る
物
價
抑
制
策
i
し

て

、

前
拂
制
度
を
再
檢
討
す
石

#
要
が
あ
义
«_
°

, 

;
 

• 

*

と
v>
ふ 0

.

で
あ
.

る
。

-

.

.

. 

:

:

'

:

.

v

 

'

•;
■
. 

.
^
.
v
'

J
J
の
前
拂
制
度
は
、.
現
在
の
.

建
設
的
戰
時
經
濟
に
於
い
て
ニ
商
の
問
題
^

有
し
て
ゐ
る
。
そ
の
，一：面
は
、
前
拂
制
度
が
時
局
產
業
に 

'

對
す
‘

を
促
進
手
段
と
な
つ
て
ゐ
‘

る
と
い
ふ
點
で
あ
る
。
こ
の
前
拂
制
度
は
、
.昭

和

；十

，

1

.

$
(6

秋
1

生

產

カ

擴

充

資

金

へ

の

.
_

* ^
が

殺

到

じ 

'

で
金
融
於
植
塞
W

た
當
時
、
之
を
緩
和
於
が
怒
：

Q
:
.

に
跋
大
各
れ
た
^

の̂

泛
に
涑
つ
て
^

局
產
藥
を
し
^

疮
要
な
原
材
料
及
び
勞： 

務
を
瘦
得
せ
し
め
る
便
宜
手
段
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
'

併

し

前

#

制
度
被
續
好
ざ
れ
る
が
故
に
、
.

時
局
產
業
が
.
安
心
し
て
:'
:

1
.審
業
の
擴
大
赵
實
行
し
得
る
と
>
 

ふ
一
餌
を
宿
し
て
ゐ
る
♦

.

ぞ
れ
故
に
？
と
の
制
度
の
中
正
は
^

時
局
產
業
に
對
中
'

る
將
來
<7
>

«/

識
と
ノ
| 

5

ふ
問
題
を
惹
起
せ
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
こ
の
點
は
姑
ら
く
不
問
に
附
す
る
。 

- 

、他

の

I.

面

は

、

*
拂
制

度

が

資
金
の
流
通
に
至
大
の
關
係
を
有
す
る
點
で
あ
る
。
そ
の
關
係
か
ら
み
，れ
ば
、右
0

意
見
の
如
く
&
、
不 

办
要
に
愚
大
な
前
拂
ば
、
ィ
ン
フy

!

ゾ®

ン
を
刺
戟
す
名
虞
れ
が
.
あ
る
と
言
へ
ょ
ぅ
。
併
し
そ
の
~關
係
は
資
金
の
產
業
的
流
通
と
金 

融
的
流
通
の
ニ
つ
の
部
面
に
於
い
て
は
、
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
.

。
換
言
す
れ
ば
、.
.

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
日
‘ン
に
直
接
關
聯
す
る
の
は
主 

^

1>

ゼ

產

業

的

流

ー

通

部

荀

に

於

.

ぃ
_

で

動

っ

て

、
へ

と

ー

の

部

:®
^

く

我

が.國

蒙

命A

 
の
：
規

馨■

子「

の
：
嚴
.舅

-



我
が
阈
戰
時
金
嵌
の
•現
段
階W

若
干
の
間
題
■

:

.七II 

•(

四
九
八)

に

拍

車

を

加

べ

る

惧

れ

が

あ

る

の

，で
あ
る

o
.

.
併
し
な
が
ら
金
融
的
流
通
部
商
に
於
け
る
そ
の
關
係
せ
些
か
異
る
も
の
'が
あ
る
0'
で
あ
る
9
と
い
ふ
の
'は
、
前
拂
が
金
融
殺
慢
2> 

重
要
な
條
件
と
.な
っ
て
來
て
ゐ
1
か
ら
て
あ
る
。.
前
に
も
~-
寸
觸
れ
た
や
ぅ
に
、
我
が
事
變
下
金
融
情
勢
は
、
昭
和
十
二
年
秋
に
可
な 

り
0
逼
廹
を
吿
げ
.た
。
そ
ご
で
本
稿
胃
頭
に
掲
げ
た
如
き
、
諸
種
の
金
融
市
場
對
策
を
講
じ
、
そ
.の

結

果

昭

和

十

二

、

三

^

の

年

末

年
 

初
か
ら
變
態
的
と
言
は
れ
る
ほ
ど
の
緩
慢
情
勢
を
.呈
す
る
に
至
つ
，た
。
而
し
て
此
等
諸
種
の
對
策
の
中
で
、
金
融
1

の
稂
幹
と
な
つ 

て
ゐ
る
も
の
が
、
政
府
支
拂
の
M.
類
で
あ
り
、
' 且
づ
持
續
せ
_る
こ
と
に
在
る
と
認
め
ら
れ
る
-.
°
十
三
苹
下
期
に
泠
い
て
、
坐
產
力
^
充 

資
金
の
薷
置
盛
0
だ

め

，
に

、

長

期

金

融

が

繁

忙

を

吿

げ

た

に

^
枸
ら
ず
ず
短
期
金
融
が
緩
慢
情
勢
を
保
っ
た
の
ば
ャ
^
^
さ
れ
る
政 

府
資
金
が〗

.且
短
期
市
場
に
流
入
す
る
が
故
に
他
な
ら
ぬ
の
で
‘
る
。
斯

く

し

て

、

政
府
史
拂
は
現
下
の
金
^

市
場

に

於

け

る

最

重

耍 

な
支
柱
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
.政
府
支
拂
が
進
埗
し
な
い
と
か
、
或
は
そ
れ
が
減
少
す
る
と
.か
す
れ
ば•

そ
れ
が
爲
め
に
金
融 

市
場
を
引
締
め
る
と
い
ふ
關
係
に
往
る
。 

■

,

-
.
'と
こ
ろ
が
、
政
府
友
激
は
、
前
拂
办
形
を
と
る
も
の
が
^
く
な
い
と
推
察
せ
ら
れ
る
。
果
し
て
さ
ぅ
と
す
れ
ば
、
と
の
前
拂
を
中
止 

b

或
は
政
府
支
拂
を
嚴
格
に
し
て
、
そ
れ
が
遲
延
す
る
こ
.
と
に
な
.る
と
、
金
融
極
寒
を
颇
成
す
る
惧
れ
な
し
と
し
な
い
の
で
あ

る

o 

'

1

體
、
如
何
窆
戰
時
に
於
い
て
も
、
.金
融
市
場
の
謹
を
.囘
避
し
、
之
を
'出
來
衾
緩
慢
に
保
持
す
る
.こ
と
は
、
戰
時
金
融
の
回 

潜
な
盖
營
か
ら
言
.っ
て
弋
公
債
敗
策
か
ら
み
て
も
？
.極
め
て
必
要
の
事
で
f

從
，つ
•て
前
拂
制
度
を
中
止
又
は
減
少
し
ょ

1

 

す
る
な
ら
ば
*
そ
れ
に
代
り
得
る
金
融
市
場
對
策
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
.ら
ぬo

又

若

し

、

前

拂

の

，
抑

制

に

'よ
つ
て
、
.‘
政
府
支
拂
の
邀

剩
を
抑
也
し
得
た
と
し
て
も
*
時
局
產
業
.の
要
求
す
る
資
金
が
信
用
膨
脹
の
形
に
於
い
て
佻
給
さ
れ
る
な
ら
ば
、
緒
艰
に
於
い
て
相
ひ 

'

去

る

違

か

ら

、
ぬ

も
の
と
な
り
得
^

の
で
あ
る
。 

、

.

.

.

«

以
上
め
事
は
結
局
斯
う
要
約
す
る
と
と
が
出
來
る
。
資
金
流
通
の
中
、
‘金

融
部
固
に
於
い
て
は
出
來
る
だ
け
，綏
慢
に
、
產
業
部
面
に 

於
い
て
•
は
出
來
る
だ
け
引
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
金
融
部
丽
’

か
ら̂

業
部
面
へ
の
資
金
の
轉
出
は
、
極
力
之
を
抑
制
す
る 

方
衆
を
採
ら
れ
■

ぼ
な
ら
な
い
。
現
在
金
馳
政
策
は
、
斯
う
し
た
デ
リ
ヶ
ー
ト
な
局
面
に
際
會
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
*

、
::
;v
:

w
''.
/
-.:
:
:':
.
'
.
.\
v'.
.
...
，く
”
''-
.
-•
>

-

:

*

.

.

.
r.一，
.

"
-
'•
'.-
'‘
/•
.I

"
:
'
'
.-
.
'
-
.
.

.'
::-
.v
.
.

.
>';

:
.ぐ
-

' 

V
' 

,
V*
.

ト

 

’■'
. 

-
、

：

'
* .:.
ノ

.

.

.

.

續
い
て
通
貨
の
墘
業
的
流
通
部
面
を
考
察
し
よ
う
。‘
こ
の
部
面
，に

於
.\
^
て
、.
現
粗
資
金
の
調
盤
手
段
と
し
て
.
採
ら
れ
て
ゐ
.

る
4

.

の
は
、 

.

凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。 

‘

-

•;
. 

【

資

金

調

盤

法
.

：

• 

、
 

■

產業的流通の調盤<
增

税

 

*

• 

• 

- 

, 

.

;■

, 

r 
公
債
寶
出 

-

,

■ 

. 

/

 

.

資
金
調
盤
法
は
、
主
士
し
て
、資
金
が
金
融
的
流
通
か
ら
產
業
的
流
通
に
轉
出
す
る
の
を
出
來
る
丈
抑
制
す
る
防
壁
と
な
つ
て
ゐ
る
。 

尤
も
同
法
は
、
事
業
會
社
の
自
己
資
金
の
利
用
%

を

も

調

整

し

て

ゐ

必

か

ら

、

右

：
の

如

き

意

、
味

o'

み
で
は
な
い
が
、
孰
れ
に
し
に
も
、 

我
が
國
.戰
時
金
融
の
現
段
階 

若
干
の
間
題
. 

'

七

三

S
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飛
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阈
戰
時
命
礅
の
現
段
階
ミ
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問
題
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> , 

七

闼

C

A

O

O)

，

.

そ
わ
產
業
部

if
i
l
に
於
け
'
る
效
祺
は
、
資
金
の
狹
義
の
.

鹿
業
的
流
通
に
於
け
る
調
盤
で
あ
っ
，て
、
..所
謂
消
費
的
流
通
ま
で
に
は
及
ば
な
ぃ 

:

の
で
あ
^

0

 ̂
.■ 

. 

 ̂

 ̂

^
.
.
. 

- 

 ̂

.

. 

ゲ/
ノ
■:..::
'
 

'.ン
 

一,，V,.:'
然
る
に
、
ィ
ン
フ
レ
！

ゾ*

ン
問
題
の
惹
起
す
る
の
’
は

V窮
極
に
於
い
て
消
費
部
面
な
の
で
あ
る
が
、

こ
の
部
酣
に
於
け
る
資
金
流 

通
の
調
盤
即
ち
購
買
力
吸
收
の
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
■

て
ゐ
る
も
の
は
、
前
記
の
如
く
に
、
增
税
、
公
債
寶
出
し
、
貯
蓄
を
を
出
で
な

'

い
の
で
あ
る
。
而
も
、
墙
稅
は
、
第
七
十
四
_

會
に
於
け
る
ニ
億
圓
の
增
税
を
加
ふ
る
も
、
未
だ
朧
買
カ
吸
收
辟
度
に
於
い
て
そ
の
放 

出
程
度
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
し
、
又
公
債
の

一

般
寶
出
し
も
大
體
同
様
で
あ
るC

從
っ
て
貯
蓄
が
殆
ん
ど
唯

一

の

手

段

た

る

の

地

泣

に

,
 

立

っ

て

、
ゐ

る

。

 

‘ 

•

•

,

併
し
な
が
ら
、
私
共
の
屢
々
主
張
し
來
っ
た
や
ぅ
に
、
貯
蓄
は
元
來
が
自
主
的
性
質
を
有
す
る
冬
の
で
あ
る
o

そ
れ
丈
に
、
撤
亦
さ 

れ
る
政
府
資
金
に
對
應
し
た
貯
蓄
を
獲
る
こ
と
が
相
當
困
雞
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
假
，令
結
娛
に
於
い
て
貯
蓄
，額
は
所
期
の
金
額
に 

達
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
•

至
る
ま
で
に
資
金
.

が
購
買
力
と
し
て
轉
々
流
通
し
た
の
で
は
、
物
價
騰
貴
.の
抑
制
は
到
底
達
成
さ
れ
な
い 

の
で
あ
る
。

.
そ

れ

故

に

，、

從

來

の

自

主

的

貯

蓄

運

動

を

ょ

り

强

化

す

•

る

方

針

を

樹

て

る

.と

と

が

_緊切
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
退
微
金
積
立
即
度
、

.

：

獲

保
儉

制

度
*

^

.

ー：重
？1
^

制

度

、
，
毅

税

證

券

の

：
利

.

.

.

.

.

. 

.

.
:

.

.

•

•

-

.

•

.

,

 

. 
' 

ノ
 

■'
'

: 
. 

.
•
•
••
.
.
.
.
. 

.
-

•:
-
. 

.

. 

.

. 

.
' 

,
. 

.

.

.

••
.
.
.
. 

.

. 

:

,
 '.

の
提
案
が
あ
る
。
此
、等
の
提
案
の
解
說
及
び
論
評
は
贫
の
.機
會
に
譲
る
が
、
兎
に
角
金
：融
政
策
が
、
殊
に
.產
業
的
流
通
部
％
に
於
い
て
、

,'
■
■

'

> 

或
る
程
度
の
方
向
轉
換
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
局
面
に
際
會
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
全
‘く
明
か
で
ぁ
る
士
言
は
ね
ば
欠
ら
以
ァ

、
廳

議

ッ

一

グ•：
經

_

囊

山

本

登

.
;1>
音

.
.:
-
:
:
;
:

言
、
^

ニ
、.大
本
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
形
成
過
程‘

a
、
;:
k

荽
在
業
原
*の

.：

窬
給
關
I

集

分

ぶ

 

四
、
同 

(

英
帝
阈
杓
貿
易
關
係

)

::::

五
-
'
結 

V
.
:
'-
.
語

ん

原
料
資
源
得

分
配
乃
至
■は
植
民
地
洱

分

劏

を

めぐ
つ
'て
の「

持
て
る
國
しと

"'

持
た
ざ
る
國」

の
對
立
は
、
現
在
明
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
國 

際
的
_
擦
の
根
底
に
横
は
る
問
題
で
あ
る
。
.斯

か

石事
.情
を
锡
く
に
至
つ
た
极
本
的
要
因
は
、
言
ふ
迄
^
な

べ

、

ヴ

ュ

ル

サ
.ィ
ユ
ギ
和 

條
約
の
不
合
理
性
に
求
め
ら
れ
石
。
同
德
に
ょ
つ
て
.戰
敗
國
た
る
獨
逸
を
は
じ
.め
塊
太
利
•
.土S

古
•
ブ
ル
ガ
”
ヤ
等
同
盟
國
側
S

 

Z國
は
、
蓉
し
い
犠
牲
と
損
失
を
課
せ
ら
れ
た
。
逆
此
例
的
に
戰
勝
國
側
は
太
尨
る
剎
益
に
浴
し
た
が
、就
中
英
，佛
は
踮
倒
的
に
，優
勢
が 

勢
力
を
確
保
し
得
た
。
併
し
聯
合
國
側
に
あ
つ
て
‘

、
伊
太
利
.は
患
ま
‘れ
る
所
少
な
く
"

日
本
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